
五
十
年
の
あ
ゆ
み



創立50周年記念

昭和47年度

1972年

昭和46年度

1971年

決
算
額
二
十
万
四
千
円

全
家
連
に
加
盟
す
る

ー
全
国
理
事
と
し
て
松
田
会
長
派
遣

精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
と
清
掃
請
負
業
務
を
契
約

決
算
額
十
一
万
五
千
円

会

費

月

額

二
十
円

個

人

加

入

月

額

百

円

松

田

政

雄

千

葉

高

義

古
庄
又
一
郎

七
つ
の
病
院
家
族
会
が
集
ま
り
、

一「
熊
本
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
」
結
成

①
県
立
小
川
再

生

院

②

内
藤
病
院

③
清
水
園

④
上
妻
病
院

⑤
八
代
更
生
病
院

⑦
蓮
沢
病
院

初
代
県
連
会
長

副
会
長

副
会
長

⑥
熊
本
保
養
院

旨＂
ム
目
ハ

本

県

連

の

動

き

伶
五

_

年

の
0
第

二

回

県

連

家

族

大

会

参

加

者
三
百
十
名

日

時

六

月

一

五

日

場

所

社

会

福

祉

会

館

記
念
講
演

「家
族
会
の
意
義
」

講

師

杉

村

春

三

（
熊
本
県
精
神
衛
生
協
会
理
事
）

公
開
座
談
会

「精
神
医
療
の
現
状
と
家
族
会
」

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
医
療
費
の
十
割
給
付
の
実
現
を

・
全
病
院
に
家
族
会
に
結
成
を

・
社
会
の
偏
見
を
乗
り
越
え
て
進
も
う
家
族
会

0
全
国
衛
生
大
会
関
連
行
事
、
全
国
家
族
大
会
参
加
者

八
百
六
名

日

時

十

月

八

日

場

所

熊

本

市

民

会

館

記
念
講
演
「
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
制
度
の
実
現
と
問

題
点
」

講

師

菅

又

淳

（

東

京

都

立
梢
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長）

公
開
座
談
会

「精
神
医
療
と
家
族
会
」

大

会

の

内

容

〇
結

成

大

会

参

加

者

三
百
名

日

時

九

月

二
三
日

場

所

県

社

会

福

祉

会

館

記
念
講
演

「精
神
医
療
と
家
族
会
」

講

師

江

熊

要

一

（群
馬
大
学
精
神
科
教
授
）

公
開
座
談
会

「
今
後
の
精
神
医
療
の
あ
り
方
」

藤

田

英

介

荒

木

邦

治

長
山

登

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
全
病
院
に
家
族
会
を

偏
見
を
の
り
こ
え
て
立
と
う
家
族
会

医
療
費
の
十
割
給
付
実
現

熊
本
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
設
置

第
八
回
全
国
大
会

（於
名
古
屋
市
）

第
七
回
全
国
大
会

（於
東
京
）

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

喝
采
／
ち
あ
き
な
お
み

田
中
角
栄

「
日
本
列
島
改
造
計

画
」

ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
発
覚

浅
間
山
荘
事
件

札
幌
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催

横
井
庄
一
軍
曹
・
グ
ア
ム
島
よ

り
婦
還

環
境
庁
発
足

ま
た
逢
う
日
ま
で

／
尾
崎
紀
世
彦

南
沙
織
が
新
人
賞
受
賞

時

の

動

き

あ

ゆ

み

敬

称

略
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昭和49年度

1974年

会

費

月

額

五

十

円

決

算

額

百

四

十

七

万

千

円

第

二
代

会

長

千

葉

高

義

副

会

長

田

代

哲

也

大

田

玉

枝

保
安
処
分
制
度
新
設
反
対
の
署
名
運
動
開
始

※
人
吉
・
球
磨
地
域
家
族
会
結
成
（
二
月
十
五
日
）

※
菊
池
地
域
家
族
会
結
成
（
九
月
二
十

一
日
）

精
神
衛
生
家
族
教
室

（於
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
）
の
新
し
い
試
み
と

し
て
移
動
に
よ
る
家
族
教
室
実
施

(
―
一
ヶ
所
）

①
人
吉

・
球
磨
地
方

九
月
二
十

一
日
、
於
球
磨
事
務
所
参
加
者
二
百
名

講
演

「
精
神
医
療
と
家
族
」

講

師

吉

田

精

一

―-

（人
吉
保
養
院
長
）

②
天
草
地
域

十

一
月
十
五
日
於
天
草
事
務
所
参
加
者
二
百
五
十
名

講
演

「
精
神
医
療
と
家
族
」

講

師

瀬

口

三
折
（
天
草
病
院
副
院
長
）

家
族
会
運
動
の
成
果
に
よ
り
＿職
親
制
度
実
現

八
月
県
連
事
務
局
移
転

（内
藤
病
院
よ
り
熊
本
市
へ

）

熊
本
市
紺
屋
今
町
四
十
六
、
市
第
三
別
館
内

熊
本
市
家
族
会
事
務
局
に
併
設

専
従
の
事
務
局
長
に
田
中
百
合
子
就
任

一人
吉
光
生
病
院
家
族
会
県
連
に
加
盟
一

家
族
教
室
を
毎
月
開
催

（会
場
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
）

度

東

ロ

ー

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

（

会

場

ニ

ュ

ー
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
）

で
講
演
…
事
務
局
長
田
中
百
合
子

年

年
18
乃

和

19

テ
ー
マ

「
精
神
障
害
者
の
実
態
に
つ
い
て
」

カロ

会

費

月

額

三

十

円

県

運

営

補

助

五

万

円

nn 

決
算
額
五
十
七
万
八
千
円

の会合

大 ・ ・大 公 記場日 0
社会全社会 入会 精社会 会 旦

講念 第
病院ス

神障のテI 
講 四

の院復費ロ そ悶火 師演所時回

偏見家に帰施通.ガl 害者偏見 マ
＝ ー 社会 五県連

一正を族会設の院費 ン にを 私 ;--浦 • L'' 月家
愛正 た を 福 二 族

しの早期 の のし ち 節夫 摩祉十大
て結軽 手て は っ 会五会
い成実減 をい し~一 へ て 館 H

こうヽ を現を を
し一 れ 有、長ヒ し—

う、 か
盃 靡ら

家 家 嬰 悶 者
族 族
か か や 院 百
ら ら れ 長ヽ 名

ば
よ
し‘

か
L— 

公
開
座
談
会

「
社
会
復
帰
を
す
す
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
」

大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン

・
医
療
費
の
十
割
給
付
実
現
を

熊
本
県
に
職
親
制
度
、
中
間
施
設
の
実
現
を

全
病
院
に
家
族
会
の
結
成
を

社
会
の
偏
見
を
正
し
て
い
こ
う
、
家
族
会
か
ら

0
第
三
回

県

連

家

族

大

会

参

加

者

一＝
百
九
十
名

日

時

六

月

十

五

日

場

所

社

会

福

祉

会

館

記
念
講
演
「
精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
を
阻
む
も
の
」

講

師

清

田

一

民

（熊
本
大
学
医
学
部
精
神
科
助
教

授）

第
十
回
全
国
大
会
（
於
岡
山
市
）

精
神
科
作
業
療
法
、
デ
イ
ケ
ア
が
社
会

保
険
診
療
報
酬
と
し
て
点
数
化

デ
イ
ケ
ア
施
設
整
備
費
予
算
化

精神衛生実態調査

・七十歳以上の老人医療費無料化

第九回全国大会（於東京都児

童会館）

第二十一回精神衛生大会（金沢）

開催中止により関連行事である全

国精神障害者家族大会も中止（青

医連の妨害により）

賞佐藤 尉ル 裸
喜婦バ ; 栄 涅、E丑 ／ヽ 

旦作 グ
ノ 島 ＊木＊ 

ヽ

l か 進 巨
ベ ら 人
ル 小 ， 悶 野

田

夏 元 弓l
少 退

ピ 賞受 江 夜
ため 石油 喜 ベヵ 空 卜

ソ 賞 崎玲麿 ／ 殺客 シヨ 闊 ナ死 五 ム
去 木 到ツ 制 和

ノ ひ ク ヘ >l ろ で 移

ベ し 買 行
ル し‘ 胃物 だ
理 め
子呂 の
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昭和51年度

1976年

事
務
局
長
田
中
百
合
子

副

会

長

千

葉

高

義

牛

島

一

人

殿
村
晴
輝
才
田
雅
英

書

記

会

計

林

田
協
子

神
衛
生
家
族
教
室
開
催

（六

ヶ
所
）
宇
士
、
松
橋
地
域
・
八
代
地

・
菊
池
地
域
・
荒
尾
地
域
・

玉
名
地
域

・
熊
本
市

神
衛
生
講
演
会
（
熊
本
市
家
族
会
と
共
催
）

ー
マ

「精
神
障
害
者
を
も
つ
親
と
子
の
関
係
を
考
え
る
」

講
師
鹿
子
木
敏
範

（熊
本
大
学
研
究
室
教
授
）

池
地
域
家
族
会
加
盟
一十
二
月

三
加
和
町
分
会

結

成

四

月

志
町
分
会
結
成
十
二
月

洒

水

町

分

会

結

成

十

二

月

i

田
病
院
家
族
会
結
成
加
盟
一五
月

本
県
衛
生
部
陳
情

県
連
分
会
に
よ
る
補
助
金
・
委
託
事
業
費
の
増
額
」

本
県
よ
り
運
営
助
成
十
万
円
県
精
神
衛
生
協
会
よ
り
五
万
円

委
託
事
業
費
十
万
円

県

共

同

募
金
会
よ
り
六
万
円

算
額
三
百
五
万
六
千
円

――
一
代
会
長
田
代
哲
也

――
一月
二
十
七
日

九
州
地
区
精
神
衛
生
家
族
研
修
会

（於
社
会
福
祉
会
館
）

参
加
者

三
百
六
十
名

・
記
念
講
演

「精
神
医
学
研
究
の
現
状
と
展
望
」

講

師

宮

川

太

平

（熊
本
大
学
医
学
部
精
神
科
教
授
）

・
家
族
体
験
発
表

県
議
会
厚
生
委
員
会
に
請
願
(
+
月
）

度

田

中

厚
生
大
臣
へ
陳
情
九
月

（於
熊
本
市
厚
生
年
金
会
館
）

「精
神
障
害
者
福
祉
対
策
に
つ
い
て

年

年
5
0
7
5
 

和
ド
、
熊
本
県
に
早
急
に
社
会
復
帰
施
設
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」

カロ

一人
吉
球
磨
地
域
家
族
会
県
連
加
盟

nnE 

移
動
家
族
教
室
菊
池
、

玉
名
、
山
鹿
で
開
催

会
費
月
額
百
円

熊
本
県
よ
り
運
営
助
成
十
万
円

家
族
教
室
委
託
事
業
費
五
万
円

決
算
額
二
百
一―
-
+
――
―万
円

会

長

千

葉

高

義

副

会

長

田

代

哲

也

牛

島

一
人

旨＂
ム
目
ハ

本

県

連

の

動

き

大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン

・
入
院
費
通
院
治
療
費
の
軽
減
を

各
保
健
所
管
内
に
地
域
家
族
会
の
結
成
を

社
会
復
掃
施
設
の
早
期
実
現
を

精
神
障
害
者
の
福
祉
法
の
制
定
実
現
を

大
会
テ
ー
マ

・
偏
見
を
正
そ
う
、
ま
ず
家
族
か
ら

精
神
障
害
者
に
愛
の
手
を

0
第

六

回

県

連

家

族

大

会

参

加

者

三
百
八
十
名

日

時

七

月

十

日

場

所

社

会

福

祉

会

館

記
念
講
演

「精
神
科
医
療
の
昔
と
今
」

講

師

立
津
政
順

（熊
本
大
学
医
学
部
精
神
科
教
授
）

公
開
座
談
会

「社
会
復
帰
の
諸
問
題
を
考
え
る
」

大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン

・
入
院
費
、
通
院
治
療
費
の
軽
減
を

各
保
健
所
管
内
に
地
域
家
族
会
の
結
成
を

社
会
復
帰
施
設
の
早
期
実
現
を

精
神
障
害
者
福
祉
法
の
制
定
実
現
を

大
会
テ
ー
マ

・
偏
見
を
正
そ
う
、
ま
ず
家
族
か
ら

精
神
障
害
者
に
愛
の
手
を

公
開
座
談
会

「社
会
復
帰
を
す
す
め
る
に
あ
た

っ
て
」

0
第
五
回
県
連
家
族
大
会

日

時

五

月

一二
十

一
日

場

所

社

会

福

祉

会

館

記
念
講
演

「精
神
障
害
者
を
抱
え
る
家
族
の
問
題
点
」

講

師

吉

田

精

三

（人
吉
保
養
院
長
）

参
加
者
一
二
百
二
十
名

大

会

の

内

容

精
神
障
害
者
措
置
入
院
制
度
の
適
正
な

運
用
に
つ
い
て

（公
衆
衛
生
局
長
通
知
）

岡
山
県
浦
安
荘
開
所

（精
神
障
害
者
救

護
施
設
）

第
十
一
回
全
国
大
会

（於

東

京

都

）

熊
本
県
連
よ
り
十
七
名
参
加

保
健
所
で
精
神
障
害
回
復
者
の
社
会
復

帰
相
談
事
業
、
デ
イ
ケ
ア
開
始

障
害
者
の
権
利
宜
言
（
国
連
決
議
）

ね
む
の
木
学
園
長
の
宮
城
ま
り
子
テ
レ

ビ
初
の

二
十
四
時
間
テ
レ
ビ
で
福
祉
を

訴
え
る

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

毛
沢
東
死
去

ポ
ル
ボ
ト
政
権
成
立
、
大
虐
殺

始
ま
る

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
で
田
中
前
首

相
逮
捕

国
内
初
の
五
つ
子
誕
生

北
の
宿
か
ら
／
都
は
る
み

日
本
女
子
登
山
隊
初
の
エ
ベ
レ

ス
ト
登
頂
成
功

国
際
婦
人
年
世
界
会
議

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
わ
る

不
況
深
刻
化

シ
ク
ラ
メ
ン
の
か
ほ
り
／
布
施

明エ
リ
ザ
ベ
ス
英
女
王
夫
妻
来
日

具
志
堅
用
高
ボ
ク
シ
ン
グ

W
B

A
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ラ
イ
級

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
る

新
幹
線
、
博
多
ま
で
開
通

時

の

動

き
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大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
入
院
費
通
院
治
療
費
の
軽
減
を

各
保
健
所
管
内
に
地
域
家
族
会
の
結
成
を

社
会
復
帰
施
設
の
早
期
実
現
を

精
神
障
害
者
の
福
祉
法
の
制
定
実
現
を

知
事
陳
情

「
社
会
復
帰
施
設
建
設
の
促
進
に
つ
い
て
」
六
月

県
議
会
請
願

「精
神
障
害
者
福
祉
法
制
定
に
関
す
る
件
」
十
月

度
県
議
会
で
採
択
、
熊
本
県
は
内
閣
総
理
大
臣
太
平
正
芳
へ
意
見
書
提
大
会
テ
ー
マ

年

年

出

（

十

二

月

二

十

日

）

・

偏

見

を

正

そ

う

、

ま

ず

家

族

か

ら

5
3
7
8
 

和

19
一玉
名
地
域
家
族
会
結
成
大
会
・
加
盟
一三
月

二

十

四

日

精

神

障

害
者
に
愛
の
手
を

罷

決

算

額

四

百

二
十
四
万
四
千
円

精
神
衛
生
家
族
教
室
お
よ
び
研
修
会
開
催
（
九
ヶ
所
）

水
俣
地
域
・
熊
本
市
・
菊
池
地
域

・
飽
託
、
大
津
、
菊
陽
地
域

・
鹿

本
地
域
・
阿
蘇
地
域

・
牛
深
地
域
・

山
鹿
市

0
第
八
回
県
連
家
族
大
会

日

時

五

月

一――
十
日

場

所

熊

本

郵

便

貯

金

会

館

記
念
講
演

「社
会
復
帰
へ
の
試
み
＼
症
例

（失
敗

し
て
の
考
察
ー
」

講

師

室

伏

君

士

（

国

立

療

養

所

菊

池

病

院

長

公
開
座
談
会

「社
会
復
帰
に
つ
い
て
語
る
」

を
通

参
加
者
六
百
――
―
十
名

精神衛生家族教室および研修会開催(+ヶ所）0第七回県連家族大会（於）参加者五百五十名

上益城地域・鹿本結成準備会・阿蘇地域・熊本市・八代地日時六月十一日

域・天草地域・荒尾地域・球磨地域・菊池地域・鹿本地域場所社会福祉会館

全家連常務理事として千葉副会長を派遣体験発表・公開座談会

＿鹿本地域家族会結成大会・加盟一十二月一日記念講演「青年期自閉症候群の予後」

＿酒井病院家族会結成・加盟一とくに分裂病について

度新たに職親制度委託事業として十万円助成講師清田一民（熊本大学医学部精神科助教授）
年年
27決算額一三日六十四万一千円大会テーマ7 u;） 
・偏見を正そう、まず家族から
nH9 工1
刀口

・精神障害者に愛の手を
nn 

大会スローガン

・入院費通院治療費の軽減を

各保健所管内に地域家族会の結成を

社会復帰施設の早期実現を

精神障害者の福祉法の制定実現を

綱発厚生表社会央中

表省 復精
が 帰施 神衛

悶 設生
生 に審

誓 関議す会
応 るが
施 中精
含'1X几 間神
運

報牛ロ 宰障ロ

羹 発者
イ 日 達 村植 初 成 日 u 
ン 本 の 田 中 F 
ベ が 直 女 空 嘉 ゜I 世 巳 子 港 ~ ダ 界

! 
フ 間 条I ）レ 約 ン

ゲ 長 マ 冒 クl 寿 の ラ レ
ム 国 北 ソ デ
流 と 麿 ン イ
イ'ヽ丁ー な I 
る 到

七所精
+ ~ 神
万国薄
円庫弱

補者
助通
開所
始援
設
1事
ケ業

所 ＾
年作
額業

英太 議参 王 .it 
力 ジ航 厚選 海 ラ ヤ機

氏院 手 道 オ ツ に
当選 国

ヽ
ケ ク 日 し

選挙 民 有 ブ や

で 栄 珠 I 本 が

悶 誉 山 ム 赤 れ

夏 大 軍 ／ 
子 噴

が
沢

の 賞 火 田
八 Jヽ 研
代 ィ
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創立隙周年記忍如，

昭和54年度

1979年

決 >田 城松宇 ＾精県細精県 つ実実精 地鹿精 講テ参九
算 代 南田城 県神衛 川 神選 家施施神 域本神 師）加月
額 県 病病 下障生護障出族方主障 地衛 マ者
金連 ， 院大 の害部熙害国 -法体害 域生 杉一 三 県

四 会 地者長者会 者 ＾家田精百精
百 十長 虻家野矢 域対陳瀬福議 各国家 三 族 神五神 能，’‘‘ 
五 五不 IJ:J< 会地 家策情野祉員 精立族 回教 兼障十衛
十 万慮 結結域 族に＾栄法へ 神精ア -室 安害名生 本：
六 円 の 成成家 会つ十次制陳 病 神 ン ヘ者 笏、」

万 ＾事 加加族 長い月郎定情 院衛ケ 名玉研 岡の 族 県
八五故 盟盟会 十 て~. にへ か生 ］ 修 山 社 研
千万で —― 結 四要斉 北 つ二 ら 研 卜 地会市会修
円 円 死元 成 名望藤口い月 家究調 域の救復会 連
-去月 大 出 乃博てか 族所杏 人・ 開設帰へ

会 席夫 ら にに 吉 催施を於
九+ ~ 部森五 発協 ＾設ど社 の
月七 加 長中月 送力 地 七浦う会
-日 盟 守~ ~ 域ヶ安す福 動
- 義 主 ・所荘す祉
九 に 宇-長め会
月 分 城-る館

H 裂病喜 域地菊 ← か - き

も 池

大 ・ 大 体映記場日 0
職各 社 精精会 社会 験画講念 第

親保 会! 神神ス会テ 発上講 九
制健 障 >ロ の l 表映師演所時回

の ガ見 ーー原一熊五連
度所 I l 偏マ 県

充管内設 のン を 牛悶苔田 ~t 本月家 大
実にの祉入 正 島， -正の郵七族
徹地 早 法院 そ てつ純：り六IL 便日大 ム云、

底域期 制 費 っ ― し＾れ貯 会
家実定通 ‘ 人結て熊と金
族現実院 ま ＾成治本精会 の

会 現 腐費 ず 玉 とし 大 は害 館の 家 名学参
結 族 地今後てる 研 加 内
成 の か 域の 一 究 ← 者

無 ら 家課室 五 容
料 族 題 助 百
化 会ー教 五

-52-

長 授ヽ 十， 
ノ‘

名

熊休身全に精

本精県 障害 衛生国 ついて 衛神生 精神

神者大予社 イ呆
病通会算会 付書
＋院力所授再開 化 生活 福

悶産- 適 祉
が施於 応 の
社設 施 動
団創大 設 き
法設阪 の
人-整
化 備

ウソ米命ホ共東
オ連中 メ通 凩． a 寺
） 国 イ第サ
クア交 ニーミ
マフ樹 師次ツ の
ンガ立 に試卜
発二 よ験開
売ス る実催 動

タ イ施

ンラ き
侵ン
攻革



"、.,,,,~ きぼう50年史〉
"● 

昭和55年度
1980年

算決補県 第4 園田 県障 一精 議会県 本鹿 家族 ・ ・ ・ 加参神衛精 所市熊 ・ ・・熊ピ五族家国
映講講

に町本福者公 全 科分会本県連 ツ月 際
額四 助 代会

厚牛 害課 神障喜 請
・教 画師演者

出l句村分会県内祉座開体集会 セク 全相談寄者生陪菊室 上 一 生
百 二 長 大長願 池 ・ 映原心 三 家族 く 家を談会 研よン国 室
八十 臣陳 ＾ 

宇土・ 研修会

---, 田と百 - 結成 族ど --, 修り夕精の
十五藤 情陳情の九 微笑 正 体← 八十 研修会

会‘＼福二 l 設
九万山 ヘ？医月 お育成考つ‘ 五祉 十 - 神隊置熊
万円 -九- ． の の純 名 よ ぇ党法 六 圭ロ ＾ 本

九 ＾ ノ1隆丁ー
十月

名玉 催開 小 ＾ 催開 びをるのの 加名参 者 相県
千十 月 - 福

都市熊本 へ九 病図 ー 会国実 家 談民
円万

ヽ
祉 院る 現を 件間

ア に 松~七 ゲ大 月 家事業 議 閃数推進
ツ 関 橋ケ ）学 — 族 員 め 百
プ す ・ 所 ル体 会 がざ 会十協十
ヽ

る 天- の研
日ヽ

ヘ 語し 参 ー 議
請 草 里 究室 の るて 加件会
願 門助 ＾ 於 誓

'- 伝-旦-, 
L_  

阿 八
蘇 教

I 
十 ヘ十授ヽ 助

! 
代

言 々
木 月

>ヽ
~ 十

は
ォ ヽ

七 リ
ケ 害 ン

・大大映 体 記 表 場日 0
各保職精会会画発喜 験講念 彰 結成
神ステ上 発講

健i親制防口 l 映~ 表 師演 名所峙十

度の 害者ガl マ―地’ 牛島 翔1榎 →贋科 枝松熊六周年県連
充のン-. I る本 ‘田本月
に実入 粘城 家い 光政，郵七
地徹底 院 神ぐ 一 族灯稔 富雄 日家
域 費 障る人会をー療医 ‘H’召‘‘ ‘ 族
家 ・ 害 み＾の求 山 っ子田 大ム云
族会 通 福者のイ玉歩め梨つi- 代哲也 会

院 祉ギ名むて大い 館
の治 地べ助学
結成 療費 法リ 域き て 、

のス 家道 教 考 千葉 参加

の 実 神麿精 族 1 授ぇ
佃"" 現を ム云 -一る 古回 者
料め 長 義―- __L ハ
化 ~ '百
ざ 大 ＝
そ 田了

ご 玉名

議閣国国

決定 害際障 民年金

者年 法改

の正

胃
: 
に
つ
し‘

て

雨 山 名国 イ
復工 奈良

- 新 大
加表明 モスクの 口 連 ラ

保処安 宿駅
平

喜
百 の ン 事

ヽ
首

塁
婦

i 分西
相 ワ

／ 人 イ
論議 バ口

急 オ
八 約 差 ラ 死 リ
代

>
ク

高ス
ン

亜
塁

昭
ま放

ピ
紀 和 ツ

胄 の 色火 ク
大 事

｀ 
署 修 件

-53-
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創立50周年記念．ヽI
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昭和56年度
1981年

県
家
族
教
室
委
託
事
業
費
二
十
万
円

(
+
万
円
ア

ッ
プ
）

決
算
額
四
百
九
十
二
万
五
千
円

県
補
助
金
二
十
五
万
円
が
県
精
神
衛
生
協
会
を
経
由
し
て
支
給
と
な

一
講

演

II

る

講

師

映
画
上
映

「
人
間
だ
け
が
共
に
泣
く
」

高
千
穂
正
史
（
仏
厳
寺
住
職
）

「微
笑
の
小
都
市
ゲ
ー
ル
の
里
親
制
度
」

日
本
精
神
衛
生
連
盟
会
長
賞
を
受
賞
す
る

保
安
処
分
制
度
反
対
声
明
・
熊
本
県
選
出
国
会
議
員
に
要
請

熊
本
県
連
よ
り
百
二
十
七
名
参
加

＿天
草
地
域
家
族
会
結
成
大
会
・
加
盟
一十

一
月
二
十
八
日

精
神
衛
生
家
族
教
室
開
催
（
八
ヶ
所
）

相
談
事
業
の
実
施

（年
間
九
十
九
件
）

第
二
十
九
回
全
国
精
神
衛
生
大
会
（
於
福
岡
市
）
で
、
熊
本
県
連
が

0
国
際
障
害
者
年
自
主
事
業

参
加
者
四
百
五
十
名

日

時

不

明

場

所

講

演

ー

講

師

熊
本
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

「社
会
と
精
神
医
学
」

原

田

正

純

（熊
本
大
学
医
学
部
研
究
室
助
教

授）

精
神
衛
生
文
化
講
演
会
開
催

熊
本
県
主
催

（十
二
月
六
日
）

国
際
障
害
者
年
熊
本
県
福
祉
大
会
（
於

熊
本
県
連
よ
り
百
五
十
名
参
加

県
下
唯

一
の
団
体
表
彰
を
受
賞
す
る

全
国
大
会
参
加

十
月
（
於
静
岡
市
民
文
化
会
館
）

熊
本
市
民
会
館
ホ
ー
ル

提

言

「精
神
障
害
者
の
社
会
的
自
立
を
め
ざ
し
て
」

滝
沢
武
久
（
全
家
連
事
務
局
長
）

大
会
テ
ー
マ
「
精
神
障
害
者
の
社
会
参
加
と
平
等
を
め
ざ
し

て
」

国
際
障
害
者
年
行
事
に
積
極
的
に
参
加

（推

進

委

員

藤

山
隆
行
）

0
第
十

一
回
県
連
家
族
大
会
（
於
）
参
加
者
五
百
四
十
名

熊
本
県
民
間
推
進
協
議
会
（
県
民
会
議
）
の
実
行
委
員
と

し

て

県

内

日

時

六

月

六

日

で
他
の
障
害
団
体
と
共
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
キ
ャ
ン
ペ

ー

ン

場

所

熊

本

郵

便

貯

金
会
館

活
動
を
行
う
（
五
月
）
（
田
中

・
林
田
）

記

念
講
演

「健
康
な
心
と
は
」

講

師

立

津

政

順

（前
熊
本
大
学
医
学
部
精
神
科
助

教
授
）

g" 
台
只

本

県

連

の

動

き

大

会

の

内

容

北
九
州
市
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
］
開
所

マ
テ
ッ
セ
ン
博
士

（ベ

ル
ギ
ー
国
立
病

院
長
）
講
演

全
家
連
川
村
理
事
長
、
内
閣
総
理
大
臣

賞
受
賞

ポ
ー
ラ
ン
ド
労
組

（連
帯
）
ワ

レ
サ
議
長
来
日

沖
縄
本
島
で
新
種
の
鳥
、
ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
発
見

福
井
謙
一
博
士
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞 仏
大
統
領
に
ミ
ッ
テ
ラ
ン
当
選

行
政
改
革
推
進
本
部
発
足

ロ
ー
マ
法
王
来
日

ル
ビ
ー
の
指
輪
／
寺
尾
聡

日
本
精
神
神
経
学
会
が
、
精
神
障
害
者
一
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
開
催

の
福
祉
に
関
す
る
見
解
を
発
表

十
都
道
府
県
議
会
議
長
会
で
福
祉
法
制
定

促
進
決
議
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等

の
実
現
を
は
か
る
決
議
が
国
会
で
採
択

熊
本
県
あ
か
ね
荘
開
設

（精
神
衛
生
社

会
生
活
適
応
施
設
）

国
際
障
害
者
年
、
精
神
衛
生
国
際
セ
ミ

ナ
ー
開
催

窓
際
の
ト

ッ
ト
ち

ゃ
ん
が
戦
後

最
大
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
る

と
を
決
議
。
テ
ー
マ
は

「完
全

参
加
と
平
等
」

国
際
連
合
は
、
一

九
八
二
年
を

「
国
際
障
害
者
年
」

と
す
る
こ

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

時

の

動

き
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'" ,.,,, um4きぽう・50年史〉

昭和57年度
1982年

I熊 全熊全加全 き

会西本 家連本家国 >加 宇城家族ぼう ー障 相吠
長県心 主 県連族 ‘教の害事0火

を 害ヽ 催よ会 本室集者業
派 九り! 渡‘いのの
者ブ長 四山催 ー 施
遣 、1+I 会 ＾ ‘ >開日実
対 口他研 月鹿 ＾ 制 乞

万 > ッ五修 ‘開十定ヰ

円骨 ク! 開於玉催二｀ 間ー 会催大名へ 月百
会へ議 阪へ八 四

日 開 十ー 開 市 ニ ケ於業 件

催一 月・ 催 -熊 '-'. 回 所~ 熊本産巾 -

-月福於 雷連 大矢 文

岡 ょ 野 会

都市 —り 人‘ 館-

久ヽ士じ‘‘ 二十 吉、
会 七 鹿

-館 参名 本

大提記場日 0
会 講念 第
ス 講十
ロ 言 師演所時ニ
1 回

ガ林｀宮五熊六県
ン田 族会 JII の 本月連

『□ 協 、太悶I ＿十家族際子-平 医 八大
障＾五へ学 日会

た者年 ら ホ
の害i か ← 館会

めの の I 

L_  悶~ 題 -'--
L_ ノ‘

百
生 六
か十
そ名

贔

開通老

始所患 保人

者リ 健法

ハ成
ビ立
リ
テ
l 
シ
ヨ
ン

i 
北 ホ とフ 東東長五 テ リ 生戸常ヘ機 羽
酒テアオ京北崎百レン変塚操田
場ルル ］デ 大円フチ死ヨ作長沖
／ ニゼクイ 上水硬 オ加＾ツ-の‘
細 ユンラズ越害貨ンえ訓 卜 神心 日

川 l チンニ i 発力 る練ス 喪 航
たジンド 1 行 I~ のク 機
かャ交紛ラ ド 名 l 失
しパ戦争ン開 発 のル に墜
ン ‘ド業 行もでよ落
火英開 と訓る事
災国園 に練異故
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創砕鑓保記念:wヽ
↓ヽ

昭和58年度

1983年

事
務
局
移
転

（熊
本
市
花
畑
三
ー
一
熊
本
市
花
畑
別
館
）

会

費

百

五

十

円

決
算
額
六
百
九
十
七
万
円

第
五
代
会
長
牛
島
一
人

副

会

長

藤

山

隆

行

児

玉

誉

至

夫

本

郷

泰

寛

―-
__
 

‘"i
 

知
事
陳
情
（
九
月
十
三
日

・
共
同
作
業
所
運
営
費
助
成

・
当
県
連
へ

の
助
成
金
増
額

県
議
会
傍
聴
十
一
月
二
十
九
日
（

一
般
質
問
）
精
神
障
害
者
対
策
に

つ
い
て
県
議
会
議
員
阿
曽
田

ヒ弓

※
精
神
障
害
者
福
祉
法
実
現
に
向
け
て
署
名
活
動
全
国
大
会
参
加

（
於
千
菓
分
科
会
館
）

熊
本
県
連
よ
り
二
十
八
名
参
加

相
談
事
業
の
実
施
（
年
間
六
十
四
件
）

家
族
教
室
・
研
修
会
開
催
(
+
ニ
ヶ
所
）

宇
城
（
二
回
）
、
熊
本
市
、
本
渡
、
玉
名
（
二
回
）
、
天
草
、
八
代
、

荒
尾
、
山
鹿
、
人
吉
、
牛
深

熊
本
県
連
主
催
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
家
族
指
導
者
研
修
会
（
於
熊
本
市
み

ゆ
き
会
館

旨＂
ム
目
ハ

本

県

連

の

動

き

犬
尾

家
族
会
か
ら
の
提
言

田
中
百
合
子
（
県
連
事
務
局
）

0
第
十
三
回
県
連
家
族
大
会

日

時

場

所

記
念
講
演

講

師

九
月
二
十
四
日

熊
本
市
民
会
館
大
会
議
室

「
精
神
科
医
療
の
よ
ろ
こ
び
と
か
な
し
み
」

貞
文
（
鳥
栖
市
犬
尾
病
院
長

参
加
者
五
百
名

精
神
障
害
と
苦
節
二
十
年
（
倉
岡
吾
一

）

精
神
障
害
者
の
福
祉
に
の
ぞ
む
（
牛
島

一
人
）

総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
ま
ず
参
加
、
兄
弟
も

一
緒
に
」

0
第

十

回

県

連

総

会

・

意

見

発

表

の

開

催

参

加

者

一二
百
五
十
名

H

時

六
月
三

H

場

所

市

民

会

館

大

会

議

室

総
会
行
事

意
見
発
表

大

会

の

内

容

I
L
O
総
会
で
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー

シ
ョ
ン
お
よ
び
雇
用
（
心
身
障
害
者
）

条
約
勧
告

労
働
省
職
業
安
定
局
に
障
害
者
雇
用
対

策
課
設
置

※
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
促
進
議
員
懇
話

会
（
精
社
懇
）
発
足

お
し
ん
ブ
ー
ム

O
A
機
器
急
速
に
普
及

日
本
初
の
試
験
管
ベ
ビ
ー
誕
生

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
第

一
審
有
罪

判
決

フ
ィ

リ
ピ
ン
で
野
党
ア
キ
ノ
暗

殺

公
衆
衛
生
審
議
会
、
精
神
衛
生
部
会
に

緊
急
医
療
体
制
専
門
委
員
会
設
置

大
韓
航
空
機
撃
墜
事
件

精
神
衛
生
実
態
調
壺
(
+
都
道
府
県
で
参
議
院
で
初
の
比
例
代
表
選
挙

未

実

施

）

実

施

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

時

の

動

き
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m〈きぼう50年史〉

昭和59年度

1984年

算決 補県 会費 八 め精熊 家熊 全 ② ② ① 開熊場全 がル相 熊目実精

貸
た神本 族本国 国昭国催本所家 増ポ談 本標施神

額助 障県 教県大 際和会の県 連 加梢 事 県 期障

七百 十三 額月
誓

対害 議会
室 連会 障六請ね連東国 ヘ神業 連五間害
よ参 害十願らよ京会 年医の 十 者

八万一

塁
策傍 研り加 者年署いり都請 間療 実 二 万昭福

十円七 に聴 修百 ＾ 年度名 牛全願 百 ＾ 施 万人和祉

三 ＾゜ つ ＾ 会九十 運社達 島国全 四熊 八 五法

万五 円 坂 ぃ ＝ 開十一 動会成 ‘都国 十日 千 十制

五万

孟
て月 催四月 目復実 田市代 一 新 人 九定

千円 柴五 へ 名 標帰行 中 会表 件聞 年実

円ア

塁
田日 十参於 ＾ 関宜 出館者 ヽヽ 三 現

ツ >- 三 加北 完全係予 言 席 ム云 の 月に

プ 族 ケ 九 議 影 末向
ヽ

会 所ヽ 州 加参 算
百親じ ＼ け

が 員 市 ＾ 十 で 同た

塁
が 九 と 獲得 年全
細 州 平 月 例 八国

加 JI! 産 等
~ 

年 月 一

盟 知 業
ヽ |こ 末斉

事 鷹 達 な 日署

に 成 ＜ ま名

贔 会 相 で活

館ヽ 胄 動
を
求 数

公 基場日加参 0 大 提 記場日 0
座開講調 精 会本 講念 第
講 者神 テ間 講 十

会談師演所時 三 衛 l 長 言 師演所時四
百生 マ 五ロ 回

荒五県十九週 i: 誉桜冨熊六県
篇木会社 一 十行間 属る族教井 神本 月連

会月名 授 郵八家

塁邦冶 息加 福七 事
祉家会 - 図医便 日 族

害 活 祉日
法連か 南 療 貯 大

者 ＾ 動 h云• 精
の理ら 男の金 ム
実 事の 近ム云

の 内の 館 神 現長メ ＾ 代云

社藤考ぇ 衛
九館を - ツ 州 化病 生

め セ
復ム帰云 fl"元' 方 講 ざ I 

大 と 参
長と l-貝~ 

そ ジ
凡子 そ 加

を ヽ 現況 会 2_ L— 医 の 者
足子 問 五

考ぇ ← 催の開 部 題 百
精こ占 八

る
神 十し一

悶^
名

国内 者障害 厚生 局精 公衆 化強 → 料神目 宇都

会 省神衛徹底病 宮
議イ‘保生 精

開ン 小 健局に戸神
催夕規課精誓 つ-病
l 模作 に ぃ対院
ナ 称改 てす不
シ所業 生← る事祥
ヨ 課指
ナ調 を 樽件
ル査保監

第ー 実施
健 督
医 等

回 務 の

長 ら日 N 新 グ
良 し本 H 紙 リ
JI I 老が K 幣 コ
艶 人長 ,f;,.府- 発
歌 百寿 星 行 *木* 
／ 万世 放

＾ 
永

五 人界 送 脅
木 ブグ —• 開 万 迫
ひ 破ヽ へ 始 円 事
ろ

~ 

件
し 人

暮
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創立50周年記念•

•ヽ 9

昭和60年度

1985年

算額決 家教族 つに 田 ② 会国 発起 ー精 ① 熊 情陳 事務中 神衛精 全国
て大全 . . . . 全 深宇家 相

い代由 人神麿粋本活動
‘ 会衛国 収回 施実 -人 調査 実施 国

・城 族

>長局 生急緊
厚式 精 人・教

八委室
て紀議メ 議県 生 典 生 率期 数 主

= 害
吉山室

男員ン

席~出 改正法1.• 代表者A ~ 大に大会
間体 ・ 鹿・ の

熊
百九 託事 議 ヘ バ 会 臣於 七 ー

御船 八・ 研修会
実

員八 l を議 賞い開 十十 万 全 者 施
万業 に月 ・ 考貝 のて催 七・ニ月 千五 家連 家 本
ー上

対 三 鏡え へ 伴議
誉栄 本会 ＾ 十 族

イ心 開
/¥ 

千 三 し日昭る 九
し‘ ＾ 二 十人 : 菊 1籠 県円十 、-二 会月 ‘四 には 一 ％日が 池 へ

万 悶 '-t 厚生 月
輝く 精神衛生 於広月

十1 対象 ＾ 十円 橋本 発起 九日 I 連

＾ 

a 
省於 ズ 回 ケ

十 太人-
ヘ意 東京 月 ~ ‘能’‘‘ 

塁
-所

万 郎会 推市島 五 本 ・ 、
の

円 L— 見- 日
塁 塁

天
ア 三 に 喜 > - 草

動ッ 角陳 胃プ 特 保情 出 の 玉
ヽ

に 之 贋 数 名
福 ~ 言 八 き
祉 阿 聞 百 本

閏 曽 か 五 渡
田 ら と 十

現 清 田 し 牛

い大 記 場日 0

神療精医 会マテl 

講念 結
講 成
師演 所時 十

五

の 夕坂 了し‘対象者十熊六周年県連 大実 福---, l ロ のヽ 五本月
現祉 所 周〗 郵十
福と 法の -長 ィ貴至口 挫折と七名 便貯金 四日 家 云ヽ

祉 実へ し へ 族
の政 現 北、の関に館会 大

策のを 九病 係者あた 会

内向 め 州 ←v ヽ―— り
上ざ 市 名‘ 加参
をそ j[_一 '感 六合
もう ディ 家族 謝 者
と！ 状 四
め ＼ ケ会贈 百
てよ ア 五 呈 五
＼ り セ 名 十
← ょ ン ヽ 名

ブ長世社 N 関精全会更五委員会 た精来障律家連国に 厚
精ラにI界精 H す神病家 ← 一 月 五 神辟 II 害者 対生

イ — k る連と 全 二十 委人し

卜精 鷹活動会 にガ院 二 な ~I 十で h 害者 イ 員会権委 ‘乱
神

ン 神i隙 番イ人十る精九採人 ン 全 神術 保
宜 組ド院周年記 神日択会請国 祉福 夕が 員会 家 健
言 の 編ラ患 障 全 l精連生 福
一 成イ者 家連 制法定 ナ 神衛 に見 実
提の総にンの 圭口 願 シ於解態 祉
出推進会繋等 関通通念募金 家者 が が ヨ生い発表 調査 の
で - す達信 組 衆実 ナ法改 て 動
に務国連事 る ・ 開 族織名称 議現 ）レ ‘ 粕
関 要望 面始 会 院に調正国果 き
す 会 連 社労向査発際法 公
る 書 に 合変 け団 言 表

松 フ
多発 全国 嬰 表 w 五 H 電 つ

田 ア H 百 航 電 ＜ 時聖 ミ の 雇

゜
四ジ 公 ば

子 コ 小

i 
国 十ヤ 社 万

結 ン 悶 ， 名ン ヽ
博 の

婚 ブ ボ

>
I で

I 塁 動ム → 平

し‘

i 
-,;項- 社

じ 民 きめ .11.. ， 死 胃ピ 発 者
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,,,,; 侮きぼぢ50年史〉
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昭和61年度
1986年

牛
島
会
長
他
五
名

八
百
二
十
七
万
九
千
円

第
二
十
回
全
国
大
会
参
加

(+
月
於
東
京
旧
日
比
谷
公
会
堂
）

県
連
よ
り
三
十
二
名
参
加

・
大
会
式
典
で
の
受
賞
者
（
有
働
寛
、
児
玉
誉
至
夫
、
反
後
好
恵
）

・
記
念
講
演

「精
神
障
害
者
の
社
会
復
婦
を
い
か
に
促
進
す
る
か
」

講

師

林

宗

義

（カ
ナ
ダ
ブ
リ
ン
テ
ィ
ッ
シ
ュ
大
学
教
授
、
世
界

精
神
衛
生
連
盟
総
裁
）

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
指
導
者
研
修
会
参
加

（
五
月

タ
ー
）

参
加
者

決
算
額

於
諫
早
文
化
セ
ン

十
月
二
日

県
議
会
請
願

「精
神
障
害
者
の
医
療
と
福
祉
に
関
す
る
請
願
」

牛
島
会
長
他
十
六
名
参
加

・
精
神
障
害
者
福
祉
工
場
設
置
の
お
願
い

・
県
立
富
合
病
院
に
作
業
療
法
士
、
心
理
士
採
用
の
お
頻
い

五
月
一―-
+
H

今
井
厚
生
大
臣
陳
情

（於
熊
本
市
厚
生
年
金
会
館
）

「精
神
障
害
者
社
会
復
帰
対
策
促
進
に
つ
い
て
」

熊
本
県
主
催

国
際
障
害
者
年
中
間
年
記
念

ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
八
六
熊
本
（
十
二
月
於
熊
本
市
民
会

館
）
・
記
念
講
演
「
み
ん
な
で
胸
を
は
っ
て
歩
こ
う
」

講

師

黒

田

清

（読
売
新
聞
大
阪
支
社
編
集
局
長
）

・
ふ
れ
あ
い
パ
レ
ー
ド
、
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
熊
本
県
連

か
ら
多
数
参
加

指
導
者
一
泊
研
修
会
開
催
（
十
二
月
於
熊
本
市
み
ゆ
き
会
館
）

参
加
者
四
百
五
十
名

・
基
調
報
告
「
家
族
会
活
動
を
顧
み
て
こ
れ
か
ら
の
展
望」

田
中
百

合
子

（県
連
事
務
局
長
）

家
族
教
室
、
研
修
会
開
催

(+
ヶ
所
）

•
宇
城

（二
回
）
・
山
鹿
・
菊
池
・
玉
名

（二
回
本
渡
・
牛
深

八
代
・
人
吉

〇
精
神
衛
生
講
演
会
参
加
者
百
五
十
名

日

時

十

二

月

（詳
細
不
明
）

場

所

社

会

福

祉

会

館

講

演

ー

「心
と
体
の
健
康
」

講

師

米

満

弘

之

（熊
本
機
能
病
院
長
）

講

演

II

「精
神
科
診
療
の
最
近
の
動
向
」

講

師

牛

島

定

信

（福
岡
大
学
医
学
部
精
神
科
教
授
）

0
第

十

六

回

県

連

家

族

大

会

参

加

者

五

百

五

十

名

日

時

五

月

九

H

場

所

熊

本

郵

便

貯

金

会

館

記
念
講
演

「精
神
障
害
者
が
地
域
社
会
で
生
き
て
い
く
た

め
に
」

講

師

八

代

英

太

（国
会
議
員
）

体
験
発
表
「
息
子
と
共
に
こ
の
道
を
歩
む
」

藤

山

隆

行

（県
連
副
会
長
）

大
会
テ
ー
マ

「
福
祉
法
の
実
現
を
め
ざ
そ
う
＼
よ
り
よ
い

精
神
医
療
の
実
現
と
福
祉
対
策
の
向
上
を
も
と
め
て
＼」

全家連は、厚生省に精神衛生法改

正への意見書を提出

全家連主催により、精神障害者福

祉法制定緊急全国代表者会議開催

公衆衛生審議会、精神衛生部会

が、精神衛生法改正の中間メモを

発表

国立精神神経センターを設立

障害者基礎年金制度施行

精神科集団療法、ナイトケア、訪

問看護指禅料が社会保険診療報酬

として点数化

全家連王催第一回精神障害者の社

会参加と社会復帰を促進する会議

（通所リハビリテーション会議）

開催

全国知事、都道府県議会議長、市

町村長、市町村議会議長会で、

「精神障害者の社会復帰」につい

て、国の責任を強調

デ 中 ア メ
.~ 

ナチ チ 喜/ヽ

ィ 学 キ l 十 妃ャ 工

ザ 生 ノ デ

I 
来 l ル サ

イ が
立
l 日）レ ノ ミ

ア し‘ 百 ズ ブ ツ

／ じ 領

I 
羊白 イ 卜

畠 め 就 太 リ 開
を 任 立 -1: 原 始

明 苦 発
菜 に ダ 農自 イ
殺 ア
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創立50周年記念

昭和62年度

1987年

決算 共同 員 陳 名全 ・ 参精 本市 宇家相
陳情

参加 大国
講講講講加神 城族談事

額募金 情活 師演師演者衛 ＾教
-動 会 II I 三 生 二室業

七 会
土

参 松 一清ー 百講 回・の
熊/¥ 

百補 月衛 加 原と田梢五演 で研修 実

七十 助金
‘生

~ 十
も 神十会 山 施

-九月 情部陳
正い 一 機名開 鹿 ム云 - I本

ノI、' ニ一
岳- のき 民^ 能障

催 、開年
万十 月 菊 催間

i県七万 ~ 本命城害 於 池 へ 百
千円 十 於 渡 ー 南者 社 、+-r 
円＾ 新

虞ヽじ4ヽ
病の 会 ケ ー

I連十 月ヽ 潟 院地 福 玉所件

万
悶
眼 精域 祉

名 ~~

ア 衛 院 神リ 会 ~ の
ツ 生 畠 住 科部 Iビヽ 館ヽ
プ 部 職ヽ

回ヽ
ヽ

陳 長 リ
ヽ I動

情 本 、プ-ー 天
ヽ

会 l 草
地 か シ き
元 ら ヨ 人
国 ン 宜
会 十

L_  

議 七 有‘’ピ‘‘ 

大 映 記念場日 0第
会 画講
テ 上 講 十
l 映師 演所時七
マ 回
-----, 西 -----, 熊五県連

大一 人園家I精本郵 月
1 福 じ1ヽ 間 神障 ー—家
よ 祉 ら 久昌族 便貯金 十族 ,6.. 

福 り闘詞 t は喜 三 大会
云

祉よ実む生ヘイ可克 日
の

策精 た た す す 館
の神めちぃ べる 冒

I内向医 ざのー き道
上療訴 か ← 者

をのそっ ぇI I 五 I容
も 充実 ← 百
と 名
めと
て
＼ 

立社保て係厚生 主於国-斉全所国社入精
会健ーる 更い際嘉藤 国助に悶会院神 精
福祉 所通資保生て障 厚 精成於 患衛 神
に知 f各健者 ‘者害？生神衛事業 い 者生

士 お 制療医と精 ら大 て制の法 保
法い 限 し神〗 生芙臣生を精度人を 健
及て o 局て 術小 職開神障の擁権精 福
びデ 利 長総 中工規親始 創 神

祉介イ 用→ 理 間房模ムぢ 宇ロ 設護保
福護ケ 制精大 年-作 発 者 制健 の
ア 限神蹄宮者貨受賞臣・召記 業 足 小 度畝『E 法， 動祉実 二 念 規し
士施に 名式所 模備改 き
成法 つ が典視 作業 正

いに 自に 察

愚 ソ 地 労 大マ N 国
か 連 価 組 学サ T 鉄

I時
賃 ペ 高 再 教チ T 分
レ 騰 編 授ユ 贋 割

近 ス ~ に l 民 の
藤 卜 連 ノセ 上 営

喜
ロ 合 l ツ 鷹 化

I動イ し一 ベッ
カ 発 ル州 値
始 足 賞立 を き動 工 呼

科 ぶ

-60-



"''〈きぽう50年史〉

昭和63年度

1988年

決算 会報 県共 胃参精シ催総 大熊全 講 講加精 紹細 山熊・家相熊天 玉 本会 共
神障 ン地理 会本国 講演講演者神 介川 鹿 族事談本草名 同

額き同 ポ府 式連県大 師 II師 I百保
議員 事知

．本教 きききが作

ぼ募金 害塁 ジ熊 主
血ノ、 ム云 ーl -----, 五健法

菊池 cc市 室'業の ぼ＇） ほ＇） ほぅ 立設業所闊千う ニ ウ本市 催 にかへ 八精荒精十 陳
二十会 百ム西 於ら十 代神木保神名学 阿情 ・一 研 実 ののの‘
百ーよ 五族 — -、 日 い八一 曽へ 八阿修会 施家家家地
六 号発 り 十会地 本 て十月

～英人 保健法成 邦^治 健法改 会Cc 習
田七 代宇・ へ へ ~ ~ 域開

十 三 名の域 地
県連‘ 参加名 於山

月 ・ 催開年平成 十四家始
三 行十 立福 区 、Iど目に ー一^  玉名 -::::-城 ~ 百間元 一月 ー月 族会 三^万 五 場祉

> 参立県悶 正 月 ~ -r ， 
万 かを か 口 議の後 十 9>

一十二年日日がケ/' 

千 円 ら考 ら ‘ 示［目 院経の 旦 二 十 二~ ~ そ所
円 提え 対 議過病状 B ・ケ六月 の -ヘ

五 言 る ， 羹立早ク／ 喜 員 一院況 開 草天所~件~十= 運
万

L_  ヽ
贋と 於 哨白覺

円 社
長土

月ム‘‘ヒt ‘ 女未 ~ 日 に
ア 地 さ

； 貪 雷 員
ヽ

あ
ッ 域 れ

、~L_

長 回 たヽ

プ 会 た み
ヽ る

ヽ
議 ゅ 人

＾ 
き 吉

十 長ヽ 旦月
回

開 矢多
ヽ

道 シ場 H

゜
家 記念 場日 0

家 し回 病ン 加参精 族 講 第
林族小 復者住吉 院ポ 神 か 講 十
田会坂 のジ所時者保 ら 師演所時八
の の 実ウ 三 健 の 回
協立功 立昭践ム熊 十百週 提言 授秋ー精 熊五県連
子 場 ＾ 場 へ か 本 一 五間 -元 本郵 月

＾ か悶 か国ら冨市月十行事
波留 神巴俎• 便貯 —一十— 族人-含誓ら川 ら立 神 民四名

事務 で県
→ 歩 肥 障会日 ー

-回 前館精 夫医金日会
れ

てい贋療養 害者 悶
＾ 療ム云

局か贋 東京 と館
~ ら き の 健
の ク た 贄講

衣子虞ムーぷ 加参
ム,-,.,笏族云. あフフ

道来 演
‘部翡 会 ""'子医 l、舌 者四- 長一

活 す 五 - をの
部精門 八百動な か 考・ 催開

← ろ らえ
昇 十

会 歩色 名
長
＜ 教

．． ．． 

悶9靡悶行悶悶喜悶I
協健会神県精 神保柘閤1目 福祉者雇っに障害

健衛神 士用い社者会
ヘ衛セ 法促て

改称 生ン生 お進 ＾
協会タセ よ施法保復
lン び 健帰施
かヘタ 介護 行医
ら改称 l 療設
熊 か福祉 局設
本ら 通置

鸞
ム和しヒヽニヽ~ 

誓
知及

本 ~ び

Jゞ リ ソ ド天 立イ マ
凩東． 

ラ ク ウ 三白 ラ ル
ダ Jレ ル の ン

眉 ド
イ I オ 容 l 
ス 卜 1) 4且ビ、ヒヒヽ イ 度 ム
銀 汚 ン 悪 ラ 廃 完
河 ， ピ 化 ク 止 成
／ ツ で 停
光 ク 晶 戦
ゲ
旦 璽ン ム

ジ l 成
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, .. 
創立50周年記念＂逼•

昭和64年・平成元年度

1989年

会
報
き
ほ
う
十
二
号
発
行

決
算
額
千
四
百
八
十
四
万
二
千
円

陳
情
活
動

・
県
衛
生
部
長
陳
情

（九
月
二
十
六

H
)

•

福
島
労
働
大
臣
陳
情

(+
一
月
十

三
H

於
東
京

）

•
各
市
町
村
お
よ
び
県
精
神
病
院
協
会
に
全
国
大
会
の
寄
付
を
お
願

い
し
た

(+
月
＼

一
月
）

共
同
作
業
所
ニ
カ
所
開
設

・
人
吉
、
球
磨
き
ほ
う
の
家
（
二
月

一
H

・
八
代
き
ぼ
う
の
家

（三
月
十
二
日
）

熊
本
き
ほ
う
の
家
設
置
、
運
営

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
指
禅
者
研
修
会

（於

鹿

児

島

県
）

熊
本
県
連
よ
り
十
名
参
加

全
国
大
会
参
加

（於

山

梨

県

）

熊
本
県
連
よ
り
三
十
四
名
参
加

国
際
障
害
者
年
記
念
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

熊
本
県
主
催
（
於
県
立
劇
場
）

本
会
役
員
全
員
参
加

全
家
連
評
議
員
会
お
よ
び
代
表
者
会
議
（
熊
本
県
連
よ
り
評
議
員

名
選
出
）

・
全
家
連
理
事
長
に
青
野
敏
夫
氏
選
出

：
九
州
地
区
理
事
に
佐
々
木
ム
メ
ノ
氏
選
出

相
談
事
業
の
実
施
（
年
間
百
三
十

一
件
）

家
族
教
室
・
研
修
会
開
催
(
+
――一
ヵ
所
）

精
神
保
健
審
議
会
の
開
催

（牛
島
会
長
出
席
）

旨
＂

台
只

本

県

連

の

動

き

〇
精
神
保
健
講
演
会

日

時

不

明

場

所

熊

本

市

民

会

館

講

演

「精
神
病
は
ど
こ
ま
で
治
る
か
」

講

師

稲

永

和

豊

（久
留
米
大
学
精
神
科
名
誉
教
授
）

提

言

「

家
族
会
と
社
会
復
帰
運
動
」

0
第
十
九
回
県
連
家
族
大
会

日

時

五

月

二

十

日

場

所

熊

本

郵

便

貯

金

会

館

記
念
講
演
「
心
病
む
人
々
の
さ
さ
え
」

購

師

竹

村

堅

次

（昭
和
大
学
医
学
部
精
神
科
教
授
）

家
族
会
か
ら
の
提
言

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

「精
神
障
害
者
の
理
解
を
地
域
に
ひ
ろ
げ

よ
う
」

参
加
者
四
百
五
十
名

大

会

の

内

容

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

精
神
障
害
者
に
対
す
る
所
得
税
法
、
地

方
税
法
上
の
障
害
者
控
除
適
用
に
つ
い

て

（保
健
医
療
局
長
通
達
）

厚
生
省
社
会
復
帰
施
設
運
営
方
針

（チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
発
表

全
家
連

「精
神
保
健
法
見
直
し
で
保
護

義
務
規
定
緩
和
な
い
し
撤
廃
等」

を
代

表
者
会
議
で
決
議

全
家
連
、
精
神
障
害
者
へ
の

J
R
運
賃

割
引
に
関
す
る
要
望
書
提
出

H
本
精
神
神
経
学
会
等
に
精
神
病
診
断

用
語

（人
格
の
崩
壊
、
精
神
分
裂
病

等
）
の
表
現
改
善
検
討
依
頼

全
家
連
、
日
本
新
聞
協
会
に
病
名
報
道

な
ど
検
討
を
申
し
入
れ
る

手
塚
治
虫
、
松
下
幸
之
助
、

美

空
ひ
ば
り
死
去

（昭
和
時
代
の

終
わ
り
象
徴
）

エ
イ
ズ
予
防
法
制
定

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
十
ヵ
年

戦
略

（ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
）
策

定 交
通
事
故
者
死
者
数
十
五
年
間

で
最
悪
記
録
更
新

国
連

「児
童
の
権
利
に
関
す
る

条
約

（子
供
権
利
条
約
）」

採

択 ベ
ル
リ
ン
の
壁
、
崩
壊
に
よ
り

東
西
ド
イ
ツ
通
行
自
由
化

総
評
解
散
、
全
労
連
等
に
改
変

参
議
院
選
挙
で
自
民
党
敗
北
、

史
上
初
の
与
野
党
逆
転

中
国
天
安
門
事
件
発
生

原
子
力
発
電
所
反
対
問
題
活
発
化

オ
ゾ
ン
層
破
壊
等
の
地
球
規
模

で
の
環
境
破
壊
問
題
深
刻
化

消
費
税
――
-
％
と
な
る

東
欧
諸
国
で
市
場
経
済
原
理

昭
和
天
皇
崩
御
に
つ
き
、

が
平
成
と
な
る

元
号

時

の

動

き
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II "屯 9

“＂ユ≪きぽっ50年史〉
’’ 

平成2年度

1990年

四ア※ ・講テ記 ③増 ②東 ①尾全厚生大・大加参 へ ※七七社り※
対ケ 、北/' 第師］念 家 会式 第会 十第月月 社
作象所小同 第 第 第第ニ マ講岡田方連大 ー テ者月 二 十 一 団法団
- 規作業

四分 科＝分会 分科会ニー分科会 HH 俵ー朝 演 ヵ 厚歌 理事賞表臣彰 典で □ 日 マI= 十+七+三 J¥□ H 法人 人
所菜 作模業 所の 科ムぢ、 萌の ズ ＾ 子 の -, 五日回 設熊設

科分会 子- 工城 ＾ 熊公家百名 ‘全県立本立
ゃ 所設 ---, 家 ---, る---, ~ ~ 五 ＾南元 三 本座開族 十精国か総県精 に
ま 運置 社族福 - 共'---- 評 連県病人 村県連 の 八 ら会 よ
び
営事 及び 復旦会活祉 同 かれ 研修家論 夜い 家院保吉 談会め n神隙の 一 神I頷 り

'-- 動法作所業 役員 孝でざ於法於 ‘ 
作 業運 のの のら＾ - はな 族会所婦健 一の め 熊者害 人熊者害 熊

喜 全^ 営補 展実 四 - へ彰表 は 本 認本 本精県
設開現 の 家族 分 ーい 長 蓮 社ム云 公止県： 家可市福

家連 助金 づ ー に 設 科会 -長 病沢者 族 民会 祉
く 向 立会 - を 劇大 会神障

よ状 り け 、活 - 院 変ヽ． 場会 館連
り況

すを て' 運仔 -長 ,_ る - 催r~ -合会 誓害者

ケ す 国 帝凸‘ど ← に

所 める 県‘‘ 方向 あるうヽ• 称改 会
八
十 ← レ性 連
万 ベを ベ ムロ
円 ル考ぇ、かき ムぢ
X のー よ

公 記場日 0
家院ソ保医座座開講念 第
族ソ］健師 講所時 ニ
会 lシ婦の長談会 師演 十
のシャの立 熊五回
立ヤル立場 三 岡五本月連県

場）レワ場 村 iiiI期，鷹十
林ワl 力l 恒松 古賀孝― 神障 和雄 療養 二日 家族

田力 l - 者 大
協 l の 上珀主 ＾牢者ロ＾の ム云
子-立ち 人蓮 日 会

の自

＾ 島ひ＾沢病 札 甚事本立館
県連 ム＇^ ろ生明院履帰ム を 加参者
野人病長 考

悶ぇ吉院 - 業え 五

局 り貸長 を大き 百名
- 子 - す学

ー 所保 すめ 教

胃婦健 ーる塁

病-

害障精神 分＾感 厚生 A 障項心会全たが国
裂情 法害にの設精国め‘際

控者害障病-省統成をつ健康 立 の精障
な 害障 立持い 会^神障 パ神害

除者ど 計 つて推 ン障者

なにの 1- よ ア ヘ 進長書者フ害者 年
ど対す精神 -り メ保モ レ 、
の 変、 リ健デ谷社会 ツの

適る t障塁更躁 力医ル中 卜福 i
用相続 つっ 民国療局事業輝雄復帰作成祉剌推

税法 害 病 法長の - 施 度進

と を ‘通 実 畠設 確協
上区 A 知施 立議
の別気分 D ~ 要 の会

B お ／ゞ り長 婦二 花 ヘ T 喜
新横 場ソ れ本

クど ブ に崎 ス十 の B 綱
経済 連共

る島
イる Jレ 噴雲 ト ー 万 s ド 千 長
l ポ 塁 火仙 ラ年 博 屡 イ 代 移産

>ンン

幕喜
イぶ 冒 ツ の

行決意 性党指禅ズポ キり 日
悶

富
コ に 本 士 右
リ が 全 人 千 翼
ン 国 初 勝 を に
／ 

犀 で の 記 放
靡B 看 宇 録 需ぶ 護 宙 更 さ
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,, ... 
創立50周年記念

平成2年度

1990年

算決 会報 考映講講テ日＾※阿九九
X ウ百 イ

ぇ画師演 1 本二講蘇名、1'1、1 対作象 六 ‘ 五 ‘能‘‘‘ ‘ 
額き る上 ーマ誓精月演地 ブ ケ共十本共
千ぽ 映谷春 ----, と域 ロ 所作同万き同
八百 十っヽ L_  I ---, 中は精 於熊 映家 ッ 業所 - 円ぼ作 熊

百 ま神!生画族 ク 業所~ ~ -所業~ 七 三 五輝だ 連 の会 家
人熊天玉や 連 ；つ 熊天玉十 号 十雄来 盟本市集加 族 本

二発 万 ＾ な 共 書図い盟 悶 球店吉本草名ま 営補助: 開 本草名万行 人やいの催 きききび 補ききき
九

訴l神の かど けど 社会 館 員 ぽぼぼこ 設 誓助ぽほぼ 県
千 ホ ， きううう作 ー ううう
円 りピ参 I ぼののの業所 月 ののの 連の加 ）レ う家家家 へ 二 家家家

里を
ヽ の能、．．、 一ヘ

理す 琢~本 + の
害障 事長 す 月 県ヽ 日

め よ ヘ

者 - る 於 り ‘ょ月‘、ヒヒ‘ ‘ 動
の

L__ 

>ヽ
本

人 ヶ 県
き権 所 ょ

と 八 り
差 喜 十

讐
万 ヶ

者 円 所

大

ヽ
云

の

内

六合

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

時

の

動

き
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""腐倒産坐50年史〉
"'"" 

平成 3年度

1991年

共
同
作
業
所
き
ぼ
う
の
家
連
絡
会
の
定
期
開
催

会
報
き
ぽ
う
十
四
号
発
行

決
算
額
二
千
四
十
万
二
千
円

知
事
陳
情
（
七
月
）
熊
本
市
長
陳
情
（

一
月
）

家
族
会
館
、
通
所
授
産
施
設
建
設
に
つ
い
て

家
族
会
館
建
設
に
つ
き
、
有
志
が
土
地
を
購
入
し
法
人
に
寄
付

共
同
作
業
所
の
設
置
お
よ
び
運
営
補
助
金
状
況

小
規
模
作
業
所

（
一
ヶ
所
九
十
万
円

x
五
ヶ
所
）

共
同
作
業
所
運
営
補
助
事
業
（
一
ヶ
所
九
十
万
円

x
七
ヶ
所
）

全
家
連
王
催
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
家
族
柑
談
員
、
共
同
作
業
所
施
設
職
員

研
修
会
（

一
月

於

北

九

州

市

）

参
加
者
十
名 浅

沼
守
男
（
全
家
連
常
務
理
事
）

二
日
目
は
全
員
、
県
主
催
に
よ
る
国
際
障
害
者
年
「
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
参
加

全
国
大
会
参
加
(
+
月
於

二
十
一
名
参
加

宮
城
県
仙
台
市
）
熊
本
県
連
よ
り

家
族
教
室
・
研
修
会
開
催
（
県
内
五
ヶ
所
で
実
施
）

相
談
事
業
の
実
施

（
年
間
二
百
十
件
）

県
連
家
族
会
指
導
者
一
泊
研
修
会
（
十
二
月
八
日
、
九
日

本
市
）
参
加
者
五
十
五
名

特
別
講
演

「
マ
ス
コ
ミ
か
ら
見
た
精
神
医
療
」

講
師
春
木
進
（
熊
日
新
聞
記
者
）

特
別
講
演
「
精
神
保
健
の
見
直
し

・
保
設
義
務
者
を
考
え
る
」

講
師

於

ヒヒ＂有＂

0
共
同
作
業
所
き
ぼ
う
の
家
交
流
会
（
日
本
精
神
衛
生
連
盟

助
成
）
参
加
者
百
三
十
名

日

時

平

成

四

年

二

月

（

詳

細

不

明

）

場

所

一二
田
屋
く
ま
も
と

•
第
一
部
音
楽
を
通
し
て
の

交
流
会
（
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
聴

く）•
第
二
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（於
熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
ボ
ウ

ル
）
（
み
ん
な
で
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
む
）

田
中
百
合
子
（
県
連
合
会
副
会
長
）

大
会
テ
ー
マ
「
福
祉
を
す
す
め
よ
う
、
家
族
の
手
か
ら
」

提 0
第
二
十
一
回
県
連
家
族
大
会

寺nnぃ

日場
所

記
念
講
演

講

師
言

九
月
二
十
四
日

熊
本
郵
便
貯
金
会
館

「私
の
精
神
医
療
、
家
族
に
期
待
す
る
こ
と
」

谷
野
亮
爾
（
富
山
県
谷
野
呉
山
病
院
長

「
家
族
会
が
め
ざ
す
も
の
」 参

加
者
五
百
五
十
名

愛
は
勝
つ
／
カ
ン

登
校
拒
否
児
童
の
増
加
が
過
去

最
高

育
児
休
業
法
施
行

雲
仙
普
賢
岳
噴
火

審
議
会
意
見
具
申

国
連
総
会
に
て
「
精
神
病
者
保
護
お
よ

び
精
神
保
護
ケ
ア
の
た
め
の
国
連
原
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
ソ
連
大
統
領
来

則
」
全
会

一
致

採

択

日

精
神
薄
弱
者
運
賃
割
引
実
施

東
京
都
新
都
庁
舎
開
庁

老
人
保
健
法
改
正

「
地
域
精
神
保
健
福
祉
対
策
に
関
す
る

中
間
意
見
」
お
よ
び
「
処
遇
困
難
な
患

一
湾
岸
戦
争
始
ま
る

者
に
関
す
る
中
間
意
見
」
を
公
衆
衛
生

多
国
籍
軍
イ
ラ
ク
爆
撃
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創立.?o閾年記念’、Ill

平成4年度

1992年

算決 会報
研ボ域※ ※ 

熊 佐冒 ※ ・ ら全家 ② 熊 ① 衛 陳
究ラケ三 ． 北h 本全 牛会島講記二国族＾ ＾ 情活

額き をンア菱 共 小 同
連県 は 家連

師 念講 十大教通本素生
二 ぽ 行テ体制 財 同模規作 l、頁2 四 加会参室所授産 市長ね 部動
千う いイ 助団 よが主 長 山 ‘ 長

自‘‘E‘‘ 百十 ‘アの 社所業 作 所業 り＜催 が 下 →精神 名参加 研施陳i紬
九五 本年 に推成 業の 十 れ九

事悶 ＾ 誓設情設情

万十六 号発行
及進に 運所設 冒名荘朴I 利紋閤障 ＋ ー ；； ：：：： 拡穴 本

ー ぽがよ 営補 運置
ヽ フ，， 

報月 効す 本人 精り
ロ 受賞^ 全 月閏 営費 り匹1- ~月

助事業 営補 おぴよ ッ 県
千 書告 果に 家‘神障

ク 賞家の 於厩内 に つ
円 - 助事業 運営

家 連生 つい
連

をつ族 害者 族 理活 東凩． 八 い てヽ

刊行 い 保精神 九 ＾ 補 相 事長 と 日ケご
て 小 十 九助 百n火火 人 比 所 の
し ‘ 規 万十 員 ~ !! 谷で
た二健模 円 万 研

公会 施実 動年療医 作 x 円
悶七 x }呈 、

間に 従悶 業所 ケ七 ‘ 
~ き旦を 所ヽ ケ ム,n•ヒヽe. ヽ

り中 所 月 本

調査 ‘ 心
ヽ

誓地 にヽ 於
‘域 地 か

羹
提 記場 B 0 大 提 提 記場日 0
講 ＾ 、z、 第 会 講 ＾ 氾、 第

テ 講 テ 請
l 言 師 演所時十 I 言 言 師 演所時十
マ ＝ マ テ

ー滝 凪林の祠熊平回 田 ー 滝 ー 荒 l メ五回
大

で 地 沢域 役割J_ 神 本成連県 ー家 中め熊沢精 木 マル月県連
！域 市 五 で百る本神保 。ヽ 一

'- 福武福羹 障婦年 家
！族 一 県 I 

.6.. 

祉久 祉を ＾ 圭暑人 三 族
← ム云合 家武久 健 邦た ー精 ル 十 家 云
子 族 法治め神ク八族

を ＾ 進 世 の会月大 館 ＾ 会 ＾ のへ「障 熊 H 大
のす全め界精神 社 館 二会 を県述 館全見粘悶県こ 宰ロ 本 会

す家 力十 つ 、家連 直 の
連よ 会ル 四

め常務 う保 復チ 日 ＜事務 通常し 生 内
ょ 健帰ャ 参加 ？琶所務を院活 参

っヽ、盟虞連 畠l つ、 授理考協会 を 加者 六合
盟 セ者 産事え し

家-会総 えン 五 み 施 -色長や 五
族 ヵの裁 る夕 百 ん 設 - す 百名

ム工の ← で 、ー 琢ヽI l ニ十一 な を く
の す す

力 族 名 力 す る

全シ 制精阪精神 受者会子 障
国ヨ度神で 賞回長 へ害胄 精
害者障 トI 援, 者害障 催開 保健 復者 -神 北 神
ス i隻 さセ 連山道海 立 保
解放テ寮グれミ 合会 憲精更 健
ィ併ルるナ ー 神i生 福
運施 l l 長 ＾ 者
動連設整 C,奴)1. プ が - 栃木 と 祉
のホ 東凩． が し の

絡備精神 l 総は県 回 て 動
議会予算化 粕ムに およ 理人 復者横式多梵 き

害助成 び 臣障連
者 大賞 害合

大り タ国 貴 天 p Jゞ 山 松 ク
悶

姫路 世 山 殺山 日

企賞 んけ
） 家 花 手白 K ブ

康晴 本清
リ 形

れさ 村新
本
時ト公 田

゜
ル ン 隔 城界遺 新 医

画ん 務 ヽ
二白 畠 崩 死張 卜 週 ‘産

『，；
る治 師

賞受 バン 員 史 后 壊 去 ヽ ン 五 白リ 郎 会 の
の 上 中 成 顕 長 氏 日 神ス

旦 ; が賞ド 週 >
国 JL ． 在 谷 ヽ 制 山 ト 尊

が 休 訪 化 JII 米 ス 地に 士 厳 動
レ 問 し 町 大 夕

推薦を 寺法隆ヽ

ヽ 死
コ 日 優 始 子 靡 I 娘 認

きl 制 勝 め 卜 に め
ド ス る 大 に 刺 る
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呻 4きぽう60年史〉
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家
族
会
館
・
通
所
授
産
施
設
熊
本
き
ぼ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
所

0
全
国
大
会
熊
本
県
連
よ
り
―
―
―十
四
名
参
加

開
所
式
四
月

一
日

、

場

所

家

族

会

館

参

加

者

七

十

名

日

時

十
月
五
日
＼
六
日

精
神
障
害
者
通
所
授
産
施
設

「熊
本
き
ぼ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
施

工

場

所

名

古

屋

市

記
念
祝
賀
会

〈第

一
B
目
〉

日

時

五

月

二
十
日
、

会
場
鶴
屋
デ
パ

ー

ト

公

開

座
談
会

参
加
者
百
四
十
名
（
福
祉
関
係
者
・
行
政

・
家

族

会

）

〈

第

二

日
目
〉

家
族
教
室

・
研
修
会
開
催
（
県
内
十
六
ヶ
所
）

分

科
会
に
分
か
れ
て
研
修

県
連
家
族
会
指
導
者
一
泊
研
修
会
（
十
二
月
於

――
一
角
町
生
豊
旅

①
住
居
の
問
題

館
）
参
加
者

四

十

五

名

②

就

労

の

問

題

〈第

一
日
目

〉

③

地
域
支
援
体
制
づ
く
り

・
記
念
講
演

「最
近
の
精
神
科
医
療
」
講
師
荒
木
邦
治

（県
精
神
関
係
相
互
の
つ
な
が
り
を
求
め
て

病

院

協

会

長

）

大

会

式

典

で

の

表

彰

者

・
回
復
者
の
立
場
か
ら
「
社
会
参
加
を
考
え
る
」
徳
山
大
英

（熊

本

坂

梨

美

地

緒

（菊
陽
病
院
家
族
会
）

き
ぽ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
通
所
生
）

熊
野
和
子
（
熊
本
き
ぽ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
家
族
会
と
共
同
作
業
所
を
試
み
て
藤
島
芙
美
子
（
福
岡
し
の
の

度

め

共

同

作

業

所

長）

・
全
家
連
活
動
報
告

年

年3
 ，
 

5
 

，
 
〈第
二
日
目
〉

成

ー

平

・
講
演

「
こ
れ
か
ら
の
家
族
会
活
動
の
展
望
と
課
題
」

講
師
滝
沢
武
久
（
全
家
連
常
務
理
事
）

・
講
演
「
県
政
報
告
と
家
族
会
に
期
待
す
る
も
の
」

講

師

阿

曽

田

清

（熊
本
県
議
会
議
員
）

陳
情
活
動

知
事
陳
情

（四
月
・
九
月
）

（
県
障
害
者
福
祉
行
動
計
画
に
つ
い
て
要
望）

県
選
出
国
会
議
員
陳
情

（三
月

於

東

京

）

全
国
運
動
入
院
患
者
給
食
費
有
料
化
へ
の
反
対

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
精
神
保
健
家
族
相
談
員
研
修
会

（

一

月

於

沖

縄

県
）
熊
本
県
連
よ
り
十
七
名
参
加

荒
尾

•

長
洲
地
域
家
族
会
結
成
大
会

・
加
盟

（
五
月
二
十
四
日
於
荒
尾
き
ぽ
う
の
家
）
参
加
者
百
一二
十
名

月
刊
は
な
み
ず
き
創
刊
・
会
報
き
ぽ
う
十
六
号
発
行

決
算
額
二
千
百
七
十
五
万
三
千
円

・アジア太平洋障害者十年始まる

•世界精神保健連盟•世界会議が千葉県幕張において開催・精神保健法改正
（グループホーム制度化、精神障

害者社会復帰促進センター条項、

保護義務者から保護者へ）

・障害者基本法成立

精神障害者も対象として明文化

・県障害者計画「障害者社会参加促

進プラン」策定

無 ヘ衆田 リ日 川四 ゼ
言 ツ ‘中 l 本 内十 ネ
坂 プ野角 グ初 閣五 コ
／ バ坂栄 開の 成年 ン

夏 l参 ヽ

幕プ 立ぶ
旦ン 三 井 り

か 死 ‘伏
口

に 拡
お 去オ鱒 サ 非 大
り lニ ツ 自

ド
ヽ 力 民
リ笠 l の
l 矢日口 J 細

冷害による凶作のため緊急

輸入実施

ロシアエリッィン大統領来

日

議院 土井
北 胃 結皇 天 曙

喜
婚太 cE 白

ヽ

長た サ 王
ヽ
史

か 南 ミ 初 上
子 西 ツ 小 の 初
ヽ
沖 卜 和 沖 の

初 地 開 田 縄 外
の 震 催 雅 訪 人
女 子 間 横

>
さ 綱
ん
と
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創写直年記念;,,,,

平成6年度

1994年

共 第 受 ＾ 王 ・ ヘ ’ヘ ・ヘ温 ※に障受保

スロ参加所場時日催
け大熊国 ----,第 家 当第 講第熊泉九貢害家賞健

額き 大陳作 回 る会本大施社会 三坂族山事 二 講演一本観、1+I献者族理文
ぼ よ霙復情業 ）者熊ふ 式県会設冒 日 口 会口者日師一日県光ブしの会由 化

四う り災喜帰塁 ＾ 所
ガ千熊十本 れ 典連参見 H信活弘の目 こ目連ホロた福活 賞 熊千十二 十開 ン ニ 本月県 あ でか加学をジ貴動美会 ジ 荒れジょテッ 祉゚動 ぉ

百七十 ー 設
ーさ1百名県民 ニ十県・し‘ 宮ら＾へ どる へに＾活示前 木かるりルク ‘を よ

五号胄 万金に月 ピ 本 三 十あすすう体会北期長動 邦ら体会 百 -家 社通 び 本
十 六のつ-荒 さ 総 二 連 ツ 郁夫十 ー か 九待崎報告の治の 五 族 会し 厚生
一 千取い尾 え 合日合 ク 名月ね-州す県部＾精-十会復て

県万 百組りて き あ 動運 会 催開
＾参の 市る回と県神名精帰‘ 大

円五 ぼ お 内加於里誓 保こ復者 家全・精医 参 神 を精 臣
千 送金 み項 う う

公園 二在醤は喜
藤 ‘ヵ、健と 族体会 神療加保推神 賞 連円 に目 の 病神家 ← 福ク会病 ← 健進障 受

-つ 情陳 家 ムズ 院 戸族 祉ラヘ、院 活し者害 賞
し‘ ~ 家市会 局ブの協 動' -― の
て ＇心 族-館 医会提ニ会 研地へ元

月 ひ 会 - 務ヽ官長言の長 修会 域の月
動十 と 長 ~ ~ の理 -

八 つ - 部 精解を
日 に ス

か 分t 、 二 神 きヽ L— ポ

理事〖 月 保健広めレ
ク ~ 於菊 の向 ‘ 

~ 支云 南 上神精

大提 体 記念 場日 0
会山験講 第

テ） 言 弘美ロ発表師講演所時ニ十

マ 四
→ → 清 ーメ-回

大一家亘私 田者讐ル月連県
地族ム云悶崎県 の ゞ―域， 歩ー I ル十家 ..6. 

福の ん民のク七族 云

祉立だ生
を場 道へき ム熙と H 大

の進か 宰障ロ ー 城る 本 会

めら者 虞道
よ L_ ← 内
ぅ、 体連団 精院 加参

合六
家 合 胃部． 者

誓会 五
長長 百

の~ ~ 五
力 十

← で 名

村地国に精

の 域保 際家全家神障 精

役割分担 健法 族年 連が 害者
神
保

の 指定 社 健
- 成会

福j_L ~ 

れさ 復帰

＾ 
祉

国 る促 のヽ
進

県 セ 動
ン き

市 夕
町 l 

タイ 子之北朝 賞受 大江
向日 松 落名 関 南

l ノ 死介 井本 本 古 西 極 時チセ 去
東‘ 鮮金

賞健 千人 サ 二 屋 国 捕
）レン 秋初 リ 百空 際 鯨
ドト 野日 郎 さの ン 六港 空 全 の
レワ 英成

宇ん 女性 事 十で 港 面
ン l

郎治、 席主、
ノ 件 四中 開 禁

動ル l 
ヘ宙 字宙

名華 港 止
ド ベ 死航
／ 

信羽乙 吉ノィ淳T ー
ル

胃
亡空 きミ 文 機

ス p. 子 士 墜
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会
報
き
ぼ
う
十
八
号
発
行

決
算
額
四
千
七
百
万
円

共
同
作
業
所
ニ
ヶ
所
開
設

開
設
費
補
助
事
業
と
し
て
（
百
五
十
万
円
X

ニ
ヶ
所
）

宇
城
き
ぽ
う
の
家
月
二
十
六

B
)

河

浦

き

ぽ

う

の

家

月

二
十
九
日
）

精
神
障
害
者
の
社
会
参
加
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
刊
行
の
（
県
地
域
福
祉
基

金
助
成
）

第
二
回
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

H
時
十
月
七
日
場
所
県
民
総
合
運
動
公
園

参
加
者
千
百
六
十
名

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
っ
た
え
よ
う
ふ
れ
あ
う
心
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
文
化
協
会
設
立
準
備
会
に
参
画

全
国
大
会
参
加

（
全
家
連
創
立
三
十
周
年
記
念
）

（
十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
一
日

於
横
浜
市
）

大
会
式
典
に
於
い
て
個
人
の
部
厚
生
大
臣
賞
田
中
百
合
子
、
家
族

会
活
動
功
労
者
江
川
保
（
宇
城
地
域
家
族
会
）
原
川
真
紗
雄
（
玉

度年

年5
 
9

名
き
ぽ
う
の
家
所
長
）
受
賞

7
 
成

19

平

精
神
障
害
者
社
会
参
加
事
業

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

九
州
地
区
精
神
保
健
福
祉
手
帳
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

（

八

月

主

催

厚

生

省

、

於

長

崎
市
）
事
務
局
お
よ
び
当
事
者

四
名
出
席

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
創
設
(
+
月
）

陳
情
活
動
（
社
会
復
帰
対
策
推
進
に
つ
い
て
）

県
陳
情
（
九
月
）

市
陳
情
（
一
月
）

創
立
十
五
年
記
念

す
す
る
県
民
大
会

七
月
五
日

場

所

メ

ル

パ

ル

ク

熊

本

午
前
の
部
ー
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ー

午
後
の
部
ー
大
会
式
典

感
謝
状
贈
呈
、
荒
木
邦
治

家
族
会
関
係
中
村
消

一
、
飯
塚
英
雄
、
塚
本
珪
子

記
念
講
演
「
精
神
障
害
者
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に
」

講
師
石
神
文
子
（
大
阪
府
枚
方
保
健
所
保
健
福
祉
推

進
室
長
）

対
談
コ
ー
ナ
ー

テ
ー
マ

大
会
テ
ー
マ

日

時

「精
神
障
害
者
の
社
会
参
加
を
推
め
る
」

「精
神
障
害
者
が
安
心
で
き
る
社
会
を
め
ざ

し
て
」

精
神
障
害
者
の
社
会
参
加
と
理
解

参
加
者
七
百
名

掲
載
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
に
精
神
保
健
青
島
知
事
都
市
博
中
止
を
決
断

福
祉
手
帳
制
度
検
討
会
を
設
置

精
神
科
救
急
医
療
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

実
施
に
つ
い
て

シ
ョ
ン
七
ヵ
年
戦
略
）

英
国
ダ
イ
ア
ナ
妃
が
全
家
連
を
訪
問

全
家
連
――
―
十
周
年
記
念
大
会
に
五
千
人

参
加
精
神
保
健
福
祉
士
資
格
制
度
に
つ
い
て

朝
日
新
聞
論
壇
に
全
家
連
理
事
長
見
解

横
山
ノ
ッ
ク
大
阪
府
知
事
誕
生

青
島
幸
男
都
知
事

麻
原
彰
晃
（
松
本
智
津
夫
）
逮

甫↓
 

精
神
保
健
お
よ
び
精
神
障
害
者
福
祉
に

関
す
る
法
律
成
立
・
施
行

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
創
立
（
原
生
省

が
全
国
五
ヵ
所
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

障
害
者
プ
ラ
ン
（
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

地
下
鉄
サ
リ
ン
、
坂
本
弁
護
士

拉
致
等
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
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1996年

精
神
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議

（
全
家
連
主
催
於
東
京
十
二
月
）
熊
本
県
連
か
ら
二
名
参
加

会
報
き
ぽ
う
十
九
号
発
行

決
算
額
五
千
二
百
九
十
一
万
四
千
円

小
規
模
作
業
所
運
営
事
業

（
厚
生
省
）

玉
名
、
天
草
、
人
吉
球
磨
、
八
代
、
鹿
本
、
荒
尾
、

（
一
ヵ
所
百
二
十
万
X

七
ヵ
所
）

共
同
作
業
所
運
営
補
助
事
業

二
百
八
十
万
円
補
助
作
業
所

玉
名
、
八
代
、
鹿
本
、
荒
尾
、
や
ま
び
こ

百
二
十
万
円
補
助
作
業
所

人
吉
球
磨
、
宇
城
、
大
矢
野
、
河
浦

共
同
作
業
所
き
ぽ
う
の
家
連
絡
会
（
年
三
回
開
催
）

や
ま
び
こ

第
一ー
一
回
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
参
加
者
千
二
百
九
十
七
名

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
わ
か
ち
あ
い
」

九
月
二
十
八
日
県
民
総
合
運
動
公
園

全
国
大
会
（
高
知
市
）
参
加
十

一
月
七
日
、
八
日

大
会
式
典
で
熊
本
県
連
か
ら
宮
田
好
春
氏
（
八
代
病
院
家
族
会

長
）
表
彰
さ
れ
た

熊
本
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
文
化
協
会
発
足
（
四
月
）

精
神
保
健
に
関
す
る
研
修
会
な
ど
の
開
催

家
族
教
室
事
業

・
県
内
地
域
家
族
会
と
共
催
（
県
内
八
ヶ
所
）

※
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
家
族
会
精
神
保
健
推
進
活
動
研
修
会

（
一
月

二
十
二
日
1
二
十
四

H

於
宮
崎
市
）

熊
本
県
連
か
ら
十
五
名
参
加

県
連
家
族
会
指
導
者

一
泊
研
修
会
（
十
二
月
六
日
、
七
日
）

テ
ー
マ
「
家
族
会
活
性
化
と
共
同
作
業
所
の
充
実
に
む
け
て
」

講
義

「
こ
れ
か
ら
の
精
神
障
害
者
対
策
」

講
師
児
玉
修
（
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

旨＂
台
只

本

県

連

の

動

き

0
全
家
連
精
神
保
健
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

「ハ

ー
ト
ピ
ア
き
つ
れ
川
」
建
設
と
県
連
家
族
会
基
金
の
た

め
の
募
金
活
動
（
目
標
額
千
万
円
）

期
間
平
成
八
年
度
、
九
年
度
の
二
年
間

家
族
会
の
立
場
江
崎
吉
子
（
天
草
地
域
家
族
会

保
健
婦
の
立
場
梅
崎
賜
子
（
松
橋
保
健
所
）

市
民
の
立
場

岡

村

節

子
（
大
光
ア
パ
ー
ト
管
理
人
）

大
会
テ
ー
マ
「
家
族
の
ぬ
く
も
り
は
安
心
を
育
て
る
」

司
会
藤
本
敏
雄
（
坂
本
病
院
長
）

当

事

者

の

立

場

徳

山

大

英

（
仲
間
会
代
表
）

教
授
）

対
談
コ

ー
ナ
ー

テ
ー
マ
「
私
た
ち
の
精
神
保
健
福
祉
活
動
」

記
念
講
演

講

師

「
地
域
で
共
に
生
き
る
」

三
野
善
央
（
岡
山
大
学
医
学
部
衛
生
学
教
室
助

る
唄
、
お
ど
り
、
器
楽
演
奏

三
病
院
と
鹿
本
き
ぽ
う
の
家
、

出
演

日

時

五

月

二
十
四
日

場

所

メ

ル

パ

ル

ク

熊

本

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＼
入
院
患
者
さ
ん
や
作
業
所
通
所
生
に
よ

0
第
二
十
六
回
熊
本
県
精
神
障
害
者
家
族
大
会

五
百
七
十
八
名
） 大

会

の

内

容

参
加
者

専
門
性
」

講

師

柏

木

明

（

日

本

精

神

医

学

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
長
、
淑
徳

大
学
社
会
部
教
授

十

一
月
一二
十
日

場

所

県

総

合

福
祉
セ

ン
タ
ー

参

加

者

八

十

名

支
部
長
に
松
岡
秀
純
氏

記
念
講
演
「
精
神
保
健
福
祉
と

p
s
w
の

障
害
保
健
福
祉
部
の
創
設
（
障
害
保
健

福
祉
課
）

日
本

p
s
w協
会
熊
本
県
支
部
結
成
大

会日
時

社
会
復
帰
施
設
関
係
の
予
算
増
額

精
神
障
害
者
地
域
生
活
事
業
発
足

精
神
神
経
学
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
病

名
変
更
間
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る

優
生
保
護
法
の
改
正

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

ペ
ル

ー
日
本
人
大
使
公
邸
襲
撃

事
件

国
際
サ

ッ
カ
ー
連
盟
二
0
0

年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
韓

共
催
を
決
定

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
と
ら
さ

ん
役
で
人
気
の
渥
美
清
さ
ん
死

去 将
棋
の
羽
生
善
治
、
初
の
七
冠

制
覇

菅
直
人
厚
相
、
エ
イ
ズ
薬
害
問

題
で
血
友
病
患
者
に
直
接
謝
罪

公
安
調
査
庁
オ
ウ
ム
真
理
教
の

解
散
を
請
求

チ
ャ
ー
ル
ズ
皇
太
子
と
ダ
イ
ア

ナ
妃
離
婚

消
費
税
五
パ

ー
セ
ン
ト
引
き
上

げ
決
定 時

の

動

き
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1997年

於日※第ざ公 ゼ記第 ※ 第 第 県連
時熊二し開 講 l 念ー会 会日全講講義講義講二 講義ビ 講義 ー 参加 会

県梢神保 本 H て座 師シ講 H 長人場肘大会因帥 師 H 講 デ講 ll 場家族会
八礼会； 県~ ' 談会 ヨ演 H が会 → ，H 帥 オ帥 一 目者

二H 基 ー所修長 川吉 のン ~ 障 厚生式典府!巾ビIJ 一十-へ靡 i木― 精神徳山域地 房佐藤面神害者樟 l.映園菊池 五のひ 指苺者
福健十礎 ノ 実牢ロ 大で月 保で扁lj 田保十く
三 座講 ) ~ 武現を 者 臣長 十 徳健大普 施 題 健 一に

祉日 マ 彦 が 賞を年 l 九へ子祉福英通 設秀の名照代所管内 名ふ ー

セ 設述 お ラ ＾ め地 にコ n/参JIT ＾ ＾ に 長俊施策位ー れ泊
ン よ イ 1,1ざ域 受亘ン＼ i 県の l'I'暮 -- あ- あ 研

夕 絡ぴ ゼ 立しで 賞家りプ十盆悶'連胆" 動’＇，J 劃会ら 体身 ち菊に い修会l 協科分会 1 神精て しラ ー す こ池お セ
二議 シ ← 並通曰 た族ザ月 ← りー 障をた保け ン＾

会 ヨ 神 - 会 二 福健ん 者害図ね健腐 る 夕十
設研修ン経生し 活十合会 ど る、ぇ‘ 社 l 二
立 ヒセ活 動 II 祉う 通'た~ 会! 月
総 ヵン が課 め健 五
会 年夕で 認 力‘主代表 所授に婦 日

戦略 l き め ら幹 - 産施家族 ~ ~ 
、るら 百- 動

の精ノれ五 設にを

乱 悶 ↓ 』 ~ 玄参加一 ｛闘す 考え
を健ラ県連 ンる る
め研イ エ L_ ピ

大療公 基大会 ア場日六第
会・開講 調溝 卜 百 二
テ福座 式ラ 戸 十
l 祉談師 演典ク所時十七
マのムぢ シ 四 回
展 =:: ~=' ョメ五名
創-, 私開I-, -一 村一 療. ー ンル月 熊
ろ ＋孝福+ パ 三 本
つ、 —ー 一 ル十 県
‘達 へ 祉世 ク日 柘産
障の世城の紀 熊 神

者害実 紀に ヶ展'-開： rし句- 本 害障

と践活動向け 病崎 け 者

良 ← て長院 て 家

玉の - の 族
き精精 大
る神神 会
社保 保
会健健 参
← . . 加

医 医 者

． ム云

神保精 精神科救・ 結果 令家 額削減'f厚4 作所補業 安Ill 議会 方に 今後 粕成 全国

減削連 省所管 病合つの 神精辟喜健 ・ 院同い障

福急は他計画 助解体企て者害
祉学撤障 の金 画の

士 会回害が公危機 科分会 中保
法設さ休団と 発表 益 間健 地
の立れ 法 報告福祉 域
成 るさ人 - 生
'!L ~ 共れへ へ 政 活

にるの
害障 策の

支

悶 > ， 三あ
の 審り

恵 のに巳息' ぐ► 2 勝でタ マ 元 香
マイ ザ 喜 港
スガ I 返
夕 l テ 太 還

>-l 白 己(コ l ゥ レ i ズッ サ

／ 
ヘズ 死 ダ

ゴ史 去 イ
安 ル上 ア
宝土

優-フ 年少最
ナ

奈 死
美 去
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平成 9年度

1997年

算額決 報会き
※ ※ ※ ※ 熊本• 三月 共. 二. ② 共 ーカ ス 日 加参者 第四会 日 全 会日 全 加参会日熊 加参会日熊

場時国 場時国 場時本 場時本 : i I司百 I司所口峙 回
ぼ リ 地

者数熊二県共 者数荒五県共
県十 八作 百 ］ ふ

五う 東十ハ 東七域 共六 十質業十ガ十千れ 熊千 二 京ニ ビ
京吉 二月 生活

へ百名九七 本家族館県会 二十月日 所作業咎l文•I 

尾月同 同日 万 万ン月 三 ぁ
八十 ホ月リ 百運十作

作業所き 所式開 設 円X 営補助: PXf → は 十八 百名 ぃピ百号 テ ー テ
祥寺 十日 支揆! 三十 動公 六日 所業等 本

九発 ル日 I へ 八 十ば日 ッ
十行 メ ＼ シ 塁［ 六 園 百ヵヵた ク

県五 トニョ 名ソ ス ぽ菊五所 所こ会 ＾ 
万 ロ日ン イ十

屈ヽ 隻
-、 フ ポ う池十・ う場地

千 ポ 会 ン 一 結 六卜 I のき万百~ ! 域 連円 リ 議 日成 流
体団 ボl ツ 家連 ぼ円十熊 心県 精

夕 ヘ 大 ム云 交 う - 万 本ヽ県 は民 神
ン 言 会 ~ ル 流 絡の円 ふ総障 の

に 球 ム云 会家 x れ合 牢に

言 場
活動の 所二力 風あう運動公 者ス 動

五 に園翌 き
四 な ク
回 色 大

冒 会
ヽ

大

今
云

の

内

合六

精
神
保
健
福
祉
の
動
き
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平成10年度

1998年

② 国 ①神精 加参会 日 全※族家
会加参 H ※ 

講後見制 義講 講
講 ・ 講義ビ 義講. 8 ※国精 夕精

場時 九 義第講 デ講 第時連県運神保 ）神
会 場時国教 者 州 師 II 師 I二 師 II オ師 Iー 動 ← 障

議保者 都道 室 鹿 ーフ,, 度テ テ日 テ上 テ H 十家~福1建
家族会 害者員健東 一 実 児 二 月ロ 滝に l徳 1 目岩 ）映今 l 目 二 族

ヘ法牛島 京月府施 市島 十九 ニ十 クッ
沢つマ山 マ 崎マ：野マ

月四日 会指導
祉
館 地

接直の改の イダニ十県連^十 武いて---,家大←I 祠 政→ょえ — 手
-域名一家 康孝 のー-風 り家 帳 k 生

正 ー ヤ七合会 ニ 日 族 久 族英

『
立れは子族 ‘者 サ 併活

要望 に人モ 日 ヵ ＼ ム云 に＾ -場力‘ど-会 五一 l 設支
向 ン‘長所 二精 求 仲 福から-城‘ H泊 ビ 援
書け ホド ニ十 急緊 - 十三 神保 めら 会間

県保健岡 ← らI神精保の て,-ご- 崎病院ケ~ 作共業固 場所 研修会
ス 事

提て の 拡
業出 テ八会

日 健誓 れり 自 大
ル H議 るん 1L J —• に

-----, 

~ 需 もど と 福 健 贔も 、ノ所 玉 関 熊ヽヽ

腐 '-の闘う
は 祉医 lに

靡
す 本

ヽ

閤贔
部 應袖 域精ミ./の る き

研 健 ヤぞ 請 ぽ

交ク云 悶- 康 祉悶 ルむ 参 願 う

障 対 を健ワこ 加 署 生
開 喜 の 策考の ］ と 者

篇
活

催 J.L J-
部長 ぇ カ ー 支

の 場 る 実 I 七 動 援
成 か ~ 責』際- 十

~ ノ王‘ 
セ

年 ら 名 ン

連※験第第会日名 0 よ大熊1 シ 基 ア場 日 者 0
理大会 談ニ ー へ第 う会 ン講調つ I 卜 六第
事 ‘ 日日 東ムヒそ 二ー 地テ本ポ師 講 の入ラ 百 二

喜長式理目 H 場時本 十 域 ］ 県ジ 演病院 院ク所時六十
典事~~ 連県回 とマのウ荒 患シ 十 八
で長大分東十 全 の 悶精ム木；と者ヨメ六五回

を ‘表彰会 科会京月よ 大畠~I っ一知 か 荒さン ル月 名 能、．．、

受賞 鹿本 ‘ 式典 ‘ 都京 十六 三り
な -, 邦尾んパ五本
がら健今治らきの ル 日 県精

き街‘シ王日 十
← り せょ、 福祉 から ー枯神保県 精の ぽっ、 たう 熊ク 神跨宮者家ぼ頭行 シンプ＼ 二 加

う ンポラ十冑名
つ審の 神科 の、 本

の進ポジザ七 神精議精神 家踊
家古 -ジウホ日 会 腐演り
ウムテ - 障の科健悶 、出 ‘ 

田 ム ‘ル
者害答申を 療医‘ 保健 器楽 族大幹 ‘国 喜栄 詩際日 実のふ保 専務、 演奏 会

所 のセ本 総
長 朗ミ武道 数 情ま健甕理福 な
が 読ナ

、、 祉 ど

全 , I館 ＇ 強そ福 ー 、 喜
/' 

家 体- 千 め 1 門 ニ

く 精働労省議審会 ー成 地 福精
ま神科唇 介で祉神保

？ 面腐 後見 催掛I士舟者 >
塁ロ シ 害者 部会 庸度IJ 祉

者プ ス 講士
テ雇に要 習法

ラ ム 用 提綱 ← 施イノTー
ン 稼働 対策 出 試 が

策定 t方 案法' 本B -神保精

針← 制度 各国内 健

長 でこ和 タ ス 日サ 長

"' 類の歌 l 十 本ツ 野
間
似事件 事件 山力

ズ八 出力 オ
／ が年 場 l リ
キ のレ 日 ぶ ワ ン
ロ 発影欝 l 本り I ピ
ロ ー に ル ツ
生か萄物

横 ド ク
日混 浜 力 開

本各地 入事件
ベ ツ 催
イ プ
ス に
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平成10年度
1998年

算額決 会報き
俣水上桜 九※※場所 日大第

③矧事 ① 限？ 陳※ ロ五用演家所時熊 県連 ＜ 益が 県内 会日州共共 時会五

1回者 一連 塁本 ま ・城丘 場時縄沖同同 ス回
＾ 情活

ガンふれ -靡 報告業産平成 家とも ぼき ぽ
芦 地病塁 作 作作パ九口ふ

一ー つ、 北域 所業福十地所業所業き l 月 l れ 九 ＾ 動 熊-----, あ 者 へ 文十族 族会障 ぅ 千 二 地家 岡月区 ク ニ ガあ 月九

楽い 語は 田化会年教 者指導者害 生 四十 域族族 か市三共ス ド十ンい 二月

しピる中六室 斎活 十 一 家会会 ら 十同ポぽ l六冨ピ ++ 本
もヽ ッ L_ 副会館月― プ 五号

族会 結成 加盟
選 日作 lうム日しツ 一 日

っク - ― ― ラ 万発 抜 業所 ツの熊 も ク 日 -
県徳長 十 ＾ 泊ン セ 九行

結成 三 四
十 ・家連本 、 催開心 山- 七 IMの ン 千 四 ソ文 つ

は 大 日 ＋修ム工策r疋ら 夕I 円 月月 名 フ化交 絡 心言 連
自英 年 ← 三 十 一 が ト会

由 ＝ 家 月九日 言 ボ流催開
は

乱者に 能ヽヽ．、 ― 月 族会 二 日
ルl事ム業云 ＾ の

ふ本き 一 十
に 土

れ 十 館 四 大六

あぼ ハ上 r B 会催開回 ふ 百__L. 動
い う 日 -

喜ヽ れハ
ピ 福祉 - 併 ぁ 十 きッ 設

し‘ 五
ク セ ピ名
L__ 

ン
夕

ッ

ク
I L_  

大

h. 
云

の

内

ワ合
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平成11年度

1999年

決会 ノ北‘ 県内場所 日※※ 第 ※ 熊日※ 第 見 第 ※ 
算報 • 同 時九熊 加参 B 六 共地家 本時全 餅修@修I研修 ―H―c I度Iり研修 研修ー□会場時II参加連家塁県額き
化交文 百八十 バ二ミ 作所菜

作喜 、m本 時回 同域族
連県 十大会国千ぽ 島十地県 者 ふ 作家教室 ill II I目 II I目者

ノ~ヽ つヽ 原市 一区共 十れ
業ー所 族ム云 -

よ月 一、 阿十八
百 二 流Aぢ 四レ ス よ 月ソ同 千名 ― ぁ 三り十四参加 施座雷当 講 全講阿全蘇 二 十八十

名参加 l ポ
り 十フ作 月い とと十 設談会 師 家師蘇体会ひ月四指導者

十 二 □ 大） 選 ニ日 ボト 所業 ニ ピ 共催共催五ヵ 十日
見 連地の 三名

万—＝ 万発ロ
月 ＾ ぢ文ツ 抜 十ツ 九‘ 学；後 か 池 活江域-く日

十 lき ニ ク ~~ 所 参名 五十 -ら原動藤のに‘―

ヘ: 
七行 子斐 四 ルぼ 日 五十- 阿の と精館会四泊
千 於 名 長う

ヘ於 カカ催開 加日 蘇ゃ精の 讐口 和穀 今後佳多 神保 日 研
円 鏡

五iが i加 』会
所所十

町
喜

県
ヽヽ ~ 於

ま喜神防＃ - の代健活 修会
年

ヽ 止一 山

みな 全家， 課題精I^  阿共動I 七
於玉催開 <ヽ

形

月 I 市ヽ 病院 祉 常連 蘇保
名 冒 - 務 健同十 市

J¥ 百 ヽ
~ 年 点 理事 所保作所業

日 九
十

! 
一 族会 - 健ヽ
ノ‘

回 と婦づ
団 実 の成~<
体 施ヽ 畠← 俊肝 りI 

り大 見・ と ・六 場日 0
組会小嶋 ぇ家講き記百 第
もテ て族師の念十 二
う、 1 く会 し講五所時十
マ志清るかーあ演名 九
福 もら門わ メ六回
祉ー のの せ 一 月県連
サひ iCl( ~ 提恵を苫 ル四
l ろ 言子 Iし パ日家
ビげ -, , へみ ル族
スさ 生九をク大
のズ局 活，1+1 越 能,..、 会
拡 - 援支ル え 本
大地 I て
一 域 セテ生大
と ンルきホ
の タ学 る l 
ふ l 院 し一

れ の大 I ル
あ 実学 vヽ

参vヽ 践教 ま
ヽ
か授 ひ 加

取 ら-~ と 者

用免害促 ―障→所熊成決神保精験第
者手 進 の本 実一
除 の喜保市立 施回

れさ所帳めたの健福がー 福健 精神

る持の社会 祉力 祉 保

者関的セ所 法 福健
ヘ係 ンヘ ー
の条活夕の 部改 祉
塵止 例動］保 士

施←厖打ヘの体制所健 正l会•I 家: 匡資l 
設参と‘
の‘加な四 で
利障のる力 可

喜 悶 国よ第 ト→ ド ム口
体び五 だ l 風

tJ 
靡誓
が第十 ん ム十
熊三四 -" 

壊損 j 万ロ＼ 
し――

゜
本十回

C で五国 兄
に

臨 去 催開回民 弟， ハ 体夏 L— ょ
さ l が り

れト 大 ;{ 

るフ会 ヒ l 
ルお ツ ク
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＿川上精一会長就任一0第三十一回熊本県精神障害者家族大会

＿上益城共同作業所開所一（平成十四年三月二十六日）日時平成十三年六月八日

※熊本県連家族会指禅者一泊研修会参加者九十三名場所メルパルク熊本大ホール

日時平成十三年十二月七日・八日記念講演「これからの地域福祉」ー精神障害者が安

場所湯の児温泉一二笠屋旅館心して暮らすために1

研修①「精神障害者の作業の実践から」緒方美志子（花づ講師寺谷隆子氏（日本社会事業大学教授）

くりの管理事務所生活支援員）体験発表

研修②「NPO法人設立の体験を通して」・家族から藤島芙美子氏（福岡市しののめ福祉会
度
年年

1301研修③「今、家族に求められるもの」中井和代（全家連相長）

・当事者から徳山大英氏（仲間会工リんどう」
成20
平談室）

研修④「全家連活動報告」中井和代（全家連相談室）代表）

研修⑤グループミーティング大会テーマ「共に築こう、市町村の時代」

研修⑥まどか園（水俣市月浦）施設見学

※障害者支援教室

玉名・宇城・天草・上益城・八代・阿蘇の六か所で実施

※第八回ふれあいピック参加者千一二百七十四名

スローガン「むすびあう心とこころ人とひと」

平成12年度

2000年

第=:※ 平成+ 
干ニ

I能‘‘‘‘ 
回年

>
I本

竺 I県ユ

旦
1 連

の

動

き

0
第
三
十
回
熊
本
県
精
神
障
害
者
家
族
大
会

日

時

平

成

十

二
年
六
月
九
日

場

所

メ

ル

パ

ル

ク

熊

本

大

ホ

ー

ル

記
念
講
演

「精
神
科

『医
療
・
保
健

•

福
祉
』
」

講

師

荒

木

邦

治

氏

（く
ま
も
と
心
療
病
院
理
事
長
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
家
族
会
―
二
十
年
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら
の

課
題
」

座

長

中

田

榮

治

氏

（御
船
保
健
所
長
）

演

者

行

政

か

ら

児

玉

修
氏

（阿
蘇
保
健
所
長
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
か
ら
今
野
え
り
こ
氏

（
城
ケ
崎
病
院
精
神
保
健
福
祉
士）

当
事

者

か

ら

徳

山

大

英

氏

（

精
神
障
害
者

セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ

「
り
ん
ど
う
」
代
表

家
族
会
か
ら
林
田
協
子
（
県
連
家
族
会
専

務
理
事
）

大
会
テ
ー
マ

「市
町
村
の
時
代
1
・
地
域
で
支
え
、
共
に
生

き
る
」

大

会

の

内

容

D
V
防
止
法
施
行

社
会
福
祉
法
成
立

介
護
保
険
法
施
行

精神保健福祉の動き

附 受賞 野 敬 国 ーア 小 米ジ 受白 二 森 営
属 • 品及一"' 内

米 メ 泉 大ヨ 賞）II 宅 吾~ 団
I時

池 誓 初 国 1） 純 統 l 秀 島 朗 日
田 治 子 の 対 ヵ 領ジ 樹 の 内 比
小 が 内 狂 プ 同 郎 に・ が 雄 閣 谷 の
胃 ノ 親 贔 ロ悶 内 任就 w ・

ノ 山 発 線
l 王

塁発
閣 l 噴 足 脱

動ベ 誕 発 ブ ベ 火 線
ル 生 テ 足 ツ ル 衝
化 ロ シ 化 突 き
i 胃 ユ 胃 事

が 故
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平成14年度

2002年

ス ※ 麿水 ※ 設講 講場日※内 三
ロ第 家 講の演講演所時熊の 十

） 九 族 師現場 ----, 師-----, 本掃清委 年
ガ回北 地我熊 に
ンふ ・援支設武で域桶が本平成県連 わ

ー れ人教長田のに谷国県十家託た
手あ 吉球室 - 試お の民交 四族終つ
をい 廣みけ 縦 精 年会了て
つピ磨 ー← る へ全神流八者指導

平又

なッ ＾ 障館月 け
ごク荒 尚 神精 家害負 パ）L て

う 尾加参 知 保鷹連 レ H 研 し‘

み参加洲長 者
県健 ア修会 た
通福策 熊

ん者・ 所 祉局の 本
な千熊延 授 を長動向

= 
の 三 本ベ

喜 胃 ~L_
悶心 百市三

八の 百 設 す 者 保
一 十四三 さ る 九 i『つ ー か名 ん

ネ[
十

の名所 か
~ 

ノ‘
輪 で ＜ 

虚旦
名 セ

L_  

喜
広 ン

悶
夕
l 

＼① 旦分 テ講記 オ場日熊 〇 来大 コ提 記会日七 0
報 会司 L_ -----, 池イ演講念ド共 l 本 九 '-会 0 00経精 メ言 講念 百第
告 家 原ネ→ 講べ同プ 大州

テl家族 -代表事当 村市町神 テン
講 四 三

族 ツ精神 師演ル作二所時会ブ 師演場時十十

萩原ひ 林田 事務会 橋高
会 毅ト ー 奏演所鹿業ン ロ マか者医 l

医 北 ー神精メ 平成 名ニ ー回と 和を 害障 池 市 グニ平成参加者 ツ ー市 ら
かか学夕

市 ＾ 考末町 セ ユ ク らら講 l 学 村ル 熊

と清局年男 町 全ぇ者村本レ l十家 町緒 座 講 科パ十 本
み春長 村 家るの美の きモス五九族 村方 徳藤 北 座俊医ル 四 ; ヽ

＼ 連 1人穂悶精 ぼニカ年百会 で 山川 教村 則療ク年

へ熊本閤 へ不知火
~ 沖
ス 常 ← 権子 う lイ ニ 四悶精 ［［ 

授 教氏の熊六
縄 ム 務 I ~ の ホ月十名 大直 - 俊 授 へ 変麿 本月 i 鷹
I 理 地 H健 琢,..._. フ--_,__ /'¥ 英子 則 ~ ‘能‘‘‘ 七

悶健 闊健
ズ 事 域福本福 の ル日 健 も ＾ 氏氏 氏 本大 日

神 な 生祉 み 福 っ、上 ~仲 ~大
~ よ．R．・i,ヒ．、

大求ホ
障 連

羹± 
活祉活 な 七 祉 I 益 学め l 族

保所健 福祉課
害 携 に大動 さ 日

塁
ゎ城 会間 矢野 本 医てル 大

喜
を お学に ん た-地 大 足子 '- 会
図

~ 

け教り期
に 活 し域

ー1 町
呂子

喜り保
悶指 -長

祉 る る授 よ 動
た 琢、」→

ん 健 医
会 た セ - る

> ち誓 ど、師 足子

闊 悶
長ヽ

連 め ィ る ノ‘ の 長 2 ヽ長 贋ムロ に フ
L_  

ン 未 - 神 者

新

誓
者
プ
ラ
ン

悶

学賞 小 被喜 問金 日

賞田・柴昌 題正
悶を日

耕中 俊に
五公総 壌
人式 書 官

ーノ がに記 言
に l 帰認が
ノベ 国め日
）ル ~ る本

べ物 ＾人
ル理 拉拉
化学 致致
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創立50周年記念J

平成14年度

2002年

旨＂
台
只

本

県

連

の

動

き

藤
島
芙
美
子
（
福
岡
市
し
の
の
め
福
祉
会
会
長
）

助
言
井
形
る
り
子
（
熊
本
市
障
害
保
健
福
祉
課
医
療
主

幹
精
神
科
医
）

松
岡
秀
純
（
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
福
祉
士
）

②
「
隠
さ
な
い
生
き
方
！
」

司
会

一
門
恵
子
（
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教
授
）

報
告
貴
島
幸
信
（
長
崎
県
精
神
障
害
者
団
体
連
合
会

会
長
）

山

梨

宗

治

（
福
岡
県
精
神
障
害
者
連
絡
会
事
務
局
長
）

江
崎
公
一
（
う
き
同
志
会
代
表
）

助
言

今

野
え
り
子

（
城
ケ
崎
病
院
精
神
保
健
福
祉
士）

徳
山
大
英
（
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル
ー
プ
仲
間
会

り
ん
ど
う
代
表
）

③
「
地
域
で
の
社
会
資
源
の
果
た
す
役
割
」

司

会

木

村

伊

津
子
（
み
ど
り
福
祉
会
施
設
長）

報
告
湯
浅
聡
子
（
阿
蘇
き
ぽ
う
の
家
指
導
員
）

川

口

芳

之

（
通
所
授
産
施
設
や
ま
な
み
施
設
長
）

村
上

良

慈

（

吉

田
病
院
診
療
部
長
）

助
言

見
附
健
（
福
岡
県
精
神
障
害
者
福
祉
会
連
合

会
事
務
局
長
）

藤

本

聖

一

（
あ
か
ね
の
里
里
長
）

④
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＼
地
域
で
さ
さ
え
る
精
神
保
健
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
＼
」

司
会
宮
川
い
つ
子
（
熊
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
）

報
告
百
田
な
み
子
（
ホ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
ほ
え
み
の
会
代

表）中
野
美
香
子

（
熊
本
市
障
害
保
健
福
祉
課
保
健
師
）

矢
野
晴
子
（
福
岡
市
共
同
作
業
所
福
祉
工
房
フ

ル
ハ
ー
ト
所
長
）

助
言
藤
江
京
子
（
熊
本
市
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

会
長
）

藤
林
詠
子
（
久
留
米
市
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ピ
ア
く
る
め
）

大
会
テ
ー
マ

「
隠
さ
ん
で
よ
か
！
み
＼
ん
な
同
じ
仲
間
ば
い
」

大

会

の

内

容

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

時

の

動

き

-78-



叫他疇筈:50伊史〉

（平
成
十
六
年
八
月
二
十
九
日
）

[

者
地
域
生
活
支
援
シ
ス
テ
ム
確
立
全
国
緊
急
集
会
に
参
加
一（田

中
副
会
長

・
森
田
参
加
）

※
熊
本
県
連

一
泊

研

修

会

参

加
者
百
一二
名

日
時

平
成
十
六
年
十
二
月
三

H

場
所
ブ
ラ
ン
カ
ホ
テ
ル
（
荒
尾
市
）

講
演
①
「
最
近
の
精
神
科
医
療
の
動
き
」

講

師

津

嘉

山

毅
（
有
働
病
院
医
師
）

講
演
②

「
精
神
保
健
福
祉
の
動
向
」

講
師
岡
本
哲
夫
（
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
課
課
長
）

度

講

演

③
「
生
活
技
能
訓
練

(
S
S
T
)
の
効
果
と
実
践
か
ら
学
ぶ
」

年

年

講

師

三
善
富
士
雄
（
国
立
病
院
機
構
菊
池

病

院

作

業

療

法

16004

士
）

※
家
族
支
援
教
室
①
鹿
本
参
加
者
六
十
五
名

成

2

平

日
時
平
成
十
六
年
九
月
二
十
四
日

場
所
山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
演

「
家
族
自
身
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
」

講
師
中
島
央
（
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

※
家
族
支
援
教
室
②
玉
名

日
時
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
四
日

場
所
玉
名
病
院
研
修
室

講
演
「
精
神
保
健
福
祉
士
を
利
用
し
よ
う
」

講
師
山
下
泰
史
（
玉
名
病
院
精
神
保
健
福
祉
士
）

※
第
十

一
回
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
参
加
者
千
五
百
四
十
三
名

ス
ロ

ー
ガ
ン
「
深
め
合
お
う
あ
な
た
と
私
の
心
の
絆
」

平成15年度

:2003年

熊
本
県
精
神
障
害
者
団
体
連
合
会
結
成
大
会

さ
く
ら
カ
ー
ド
無
料
化
継
続
陳
情
]

提
言
①
「
当
事
者
活
動
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
役
割
」

徳
山

大
英
氏
（
熊
本
県
精
神
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
）

②
「
家
族
会
育
成
と
社
会
参
加
活
動
」

田
中
百
合
子
（
社
団
法
人
熊
本
県
精
神
障
害
者
福
祉
会

連
合
会
副
会
長
）

大
会
テ
ー
マ
「
と
ど
け
よ
う
家
族
会
の
声
！
共
に
さ
さ
え
あ

う
社
会
を
」

0
第
三
十
四
回
熊
本
県
精
神
障
害
者
家
族
大
会

日
時
平
成
十
六
年
六
月
四

H

場

所

熊

本

県

立

劇

場

演

劇

ホ

ー
ル

記
念
講
演
「
精
神
障
害
者
福
祉
と
家
族
会
活
動
に
期
待
す
る
」

講

師

八

代

英

太

氏

（
衆
議
院
議
員

精
神
障
害
者

社
会
復
帰
促
進
議
員
懇
話
会
会
長
）

0
第
一
二
十
三
回
熊
本

県

精

神

障

害

者

家

族

大

会

参

加

者

七
百
八
十
七
名

H

時
平
成
十
五
年
六
月
五
日

場

所

熊

本

県

立

劇

場

演

劇

ホ

ー
ル

記
念
講
演
「
市
町
村
の
時
代
と
地
域
生
活
支
援
の
こ
れ
か
ら
」

講

師

大

友

勝

氏

（

全

国

精

神

障

碍

者

地

域

生

活

支

援
協
議
会
代
表
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉
を
す
す
め
る
た
め

に」・
座
長

中
島
央
氏
（
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
）

・
精
神
保
健
福
祉
士
今
野
え
り
子
氏
（
城
ケ
崎
病
院
精

神
保
健
福
祉
士
）

・
当
事
者
徳
山
大
英
氏
（
仲
間
会
「
り
ん
ど
う
」
代
表
）

・
家

族

林

田

協

子

（

県

連

合

会

専

務

理

事

）

大
会
テ
ー

マ
「
市
町
村
と
共
に
歩
も
う
、
家
族
会
」

こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
宣
言

精
神
保
健
医
療
福
祉
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン

今
後
の
障
害
保
健
福
祉
施
策
に
つ
い
て

（
改
革
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
案
）

性
同

一
性
障
害
特
例
法
施
行

社
団
法
人

H
本
精
神
保
健
福
祉
士
協
会

熊
本
県
支
部
、
熊
本
県
精
神
保
健
福
祉

士
協
会
設
立

医
療
観
察
法
成
立

精
神
障
害
者
退
院
促
進
支
援
モ
デ
ル
事

業

スマトラ島沖地震が発生

活ア新 胃 振 裁 : イ 九 自 工七
躍テ紙 り 判 ラ 1+I -f早-I ン十
ネ幣
靡 込

員 未 ク: 隊 ザ九五発 め 法 納 B イ 発年
輪行 越

i 
問 本 ラ 生ぶ

で＾ 地 題 人 閏 ク り
北 ニ 震 人 派 に

塁介 土ぶ i 
遣 鳥

イ
ン

らり フ
が - ル

旦
s オ六 日 イ
A l本 本 ラ

貴 R プ木 郵 ク
乃 s ンヒ 政 戦
花 が ル

ノム＼ 争
が 大 ズ 社
サI 流 発
退 行 が 足
表 グ

明 ラ
ン
ド
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創立98周年記念：1111 

平成17年度
2005年

※福講本講場日 ※浄講福講演所場日 ※ ④ 講義 ③ 講義 ② 義講 ① 講義場所 日※
ス第祉演籍唄演所時家信演祉 時家 講 講 講 講 時熊

ロ十セ ー一 族＾→ セ 一 族支 師師師 師 本
l ニ ン害障神保慢県民平成援支ま社ン障エ平成 ---, ---, 施 ---, ---, 亀平県連

ガ回夕 件 ど 1会参,n夕害者自コ 援理事江地細閃森設障害者自 大神科粕岸成 熊
ンふ l 者自福健的パ十教か l パ十教 上域山害田の 塚 ホ十一

→ れ施 なレ七 ②室工 施 l 七 ①室腐芦 - Iこ Ill れ自 事業 テ ・七 iO
ふあ設 立 祉ア年 を設立ク年 義向 医ル 本
れい長支セ精神 十 房施図長支援 花七 盛け寿立哲史化立直尚療-年十研修

合ピ - 援法ン害障 ー熊設る - の月 へ た男支援 ーを支 へ と上二会
県おッ タ 月市本長社I 法里五 全精神＾ 熊考援児止 開天月

うク に 1 の 十 - にナ H 北 国 熊法本ぇ法 放草市 二

！ つ所長メ 四 岱会復 つ l 精神 科本にきるのこ化i H 連
みん てい - ン夕 日 いてセリ 障療医県障ついぼ‘ ← 下でろこ ~ 三. 参加

な参加者 ← ル 加参者 ~ I 参加 者害と 害者て砿 のの会復帰活 H 者 の
の森へ 設森者福←祉共医 八
笑 田ル の田 七家祉援支セ同療 十

動顔千哲史ス 八立哲史 十族会に ン作業 セ 五
と五 ← 十場 二 期待す総タ ン ←動I 名
心百 ＾ 中島 九か へ 名連室 l 所夕 きの九熊 名ら熊 合 施.1 
輪名 本

L_  

本 会る主 設 社医
L— き 央 靡

き ー 幹 ~ 長
喜会 -師ぼ ぽ 専

ヽ

ぅ ~ 熊ヽヽ う 務

大 ② ① 提 に記場 B0 
会連林 Lう— → 本 → 言 講向念 第
テ合田 精田就 け講 三
l ム云

神 翡労 師て演所時十
マ-協 障博

L_  

五＿ 
子 害昭 教舘 新一 熊平成 回 大働 氏 者氏を 授 時 本 能ヽ• ヽヽ

け
~ 社 の ＾ 通 -暁

代の 嘉県立，1十七年 今県枯は>、る 自福し 夫 .,6.. 

悶 間 立祉て 氏
云

を 工 思ヽ 社場六

の 人
促進場あ 一っ 西 会月 の

基 よ・"‘"'‘ヒ‘ 南 参演 一
盤 本 しか ,,,. 子 加削日

内づ 悶 ‘ね 院 → ホ
＜ 社会 クリ

大 働）族

り 悶
足子 くル大 ワ合

を 理 l 社 生 ム云

！！ I 
解ン 会 b,,, 活

L_  

を従 福
め業 祉 の

祉 ざ員 胃 実会 そ - 現

．． 
犯発

被罪 達障 精
神

宰＇ 圭者口
保

嘉基 援支 健
福

本施法
祉

誓行 のイ,T-
動
き

三 デ 胃 J 冠イ R 
時馬 l 万 胃にプ 博

イ 開 山 の
ン 催 線
;{ 脱

動ク ， 卜
ヽ

無 き
敗

-80-
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111114きぼう50年史〉

「
全
家
連
」
解
散

0
第
一二
十
六
回
熊
本
県
精
神
障
害
者
家
族
大
会

※
熊
本
県
連
一
泊
研
修

会

参

加
者
百
七
名

日

時

平

成

十

八

年

五

月

二
十
六
日

日
時
平
成
十
八
年
九
月
八
日

・
九
日

場

所

熊

本

県

立

劇

場

演

劇

ホ

ー
ル

場

所

龍

泉

閣

（植
木
町
）

基

調

講

演

「

こ

れ

か

ら

の

精

神
障
害
者
施
策
を
考
え
る
」

講
義
①
「
通
院
へ
の
支
援
ー
当
院
で
の
取
り
組
み
ー
」
横
田
周
――
-（
向

講

師

藤

木

則

夫

氏

（
厚
生
労
働
省
社
会

・
援
護
局

陽
台
病
院
院
長
）

障
が
い
保
健
福
祉
部
障
が
い
福
祉
課
長
）

講
義
②
「
家
族
会
の
未
来
」
細
山
田
寿
男
（熊
本
県
障
害
者
支
援
室
主
幹
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「精
神
障
害
者
が
自
立
で
き
る
地
域
社
会
を

講
義
③
「
こ
れ
か
ら
の
共
同
作
業
所

・
社
会
復
帰
施
設
の
あ
り
方
を
め
ざ
し
て
」

考
え
る
」
森
田
哲
史
（
熊
本
き
ぽ
う
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
施

設

長

）

コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

・
助
言

者

倉

知

延

章

氏

講
義
④
「
家
族
会
が
元
気
に
な
る
た
め
の
市
町
村

の

さ

さ

え

」

林

良

（

九

州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
教
授
）

樹

（植
木
町
健
康
福
祉
課

長

）

雇

用

事

業

者

宗
像

尚

美

氏

（
吉
野
乃
丘
事
業
所
長
）

講
義
⑤
「
あ
な
た
が
変
わ
れ
ば
、
き
っ
と
当
事
者
も
変
わ
る
」
三
善

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
西
村

和
敏
氏

（熊
本
県
あ
か
ね
生

富
士
雄

（国
立
病
院
機
構
菊
池
病
院
作
業

療

法

士

）

活

支

援

セ

ン

タ

ー
施
設
長
）

※
家
族
支
援
教
室
①
荒
尾
長
洲

参
加
者
八
十
名

当

事

者

会

楠

達

雅

氏

（セ
ル
フ
ヘ
ル
プ
グ
ル

ー
プ
仲

日
時

平

成

十

八

年
七
月
四

H

間
会

「
り
ん
ど
う
」
）

場

所

荒

尾

市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

家
族
会

林
田

協

子

氏

（熊
本
県
連
専
務
理
事
）

講
演
①
「
息
子
と
共
に
生
き
る
」
田
代
和
子

（

家

族

会

）

大

会

テ

ー
マ

「遅
れ
て
い
る
精
神
障
害
者
施
策
の
推
進
を

講
涼
②
「
家
族
会
が
自
己
の
悩
み
を
癒
し
て
く
れ
る
」
林
田
協
子
（県
図
ろ
う
」

度年

年
1
8
0
6

連
家
族
会
）

※
家
族
支
援
教
室
②
字

城

参

加
者
八
十

一
名

成

20

平

H
時

平
成
十
八
年
七
月
二
十
八
日

場

所

宇

土
市
民
会
館

請
演
①
「
こ
れ
か
ら
の
精
神
科
医
療
の
方
向
性
」
中
島
央
（
熊
本
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

講
演
②
「
家
族
体
験
発
表
」
杉
野
彰
子

講
演
③
孟
当
事
者
体
験
発
表
」
楠
達
雅

（仲
間
会
り
ん
ど
う
）

[ン
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン
ソ
ン
よ
り
補
助
金
を
も
ら
い
、
初
め
て
「
家
＿

族
相
談
研
修
会
」
開
催

※
家
族
相
談
研
修
会

H
時

平

成

十

八

年
十
二
月
一

日

場

所

熊

本

全

H
空
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
ス
カ
イ

講
義
①
「
家
族
柑
談
の
意
義
」
中
井
和
代
（
元
全
家
連
相
談
室
長
）

講
義
②
「
家
族
相
談
の
す
す
め
方
」
中
井
和
代
（
元
全
家
連
相
談
室
長
）

実
践
報
告

「長
崎
県
連
家
族
会
家
族
相
談
員
紹
介
事
業
」
濱
崎
英
夫

（あ
り
あ
け
会
会
長
）

※
第
十
三
回

ふ

れ

あ

い

ピ

ッ

ク

参

加
者
千
四
百
六
十
名

ス
ロ

ー
ガ
ン
「
楽
し
も
う

心
の
び
の
び
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
」

精神障害者退院促進事業

全国精神保健福祉会連合会（みん

なねっと）設立

障害者自立支援法施行

自殺対策基本法施行

裔齢者虐待防止法施行

w 麿1j 似"'ヽ 日 北 靡 ラ
B 賃 羹 朝 イ
C がノ 鮮 晋 ブ
王 金オ 王 政 の ド
ジ メリ 誕 株 核 内 ア
ヤ ダン 生 羹 実 悶 悶;{ ルピ 験
ン ツ 社 足
初 ク 発
代 で 足
王 荒
に JI I 
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創立,?!)閾五記忍：Illヽ

平成19年度

2007年

※ ③ 熊改善 ② タ ① ※店②天タ①玉※題を分④講義え ③講義の ②講義族会講場所日※熊---=;み
ス第 阿 l 八 家族 l 家族 深~科会 て 取 ① 義 時；；県本 ん
ロ 十セ代草 め L_I りに 精 な

1 四本巾ン麻地 地相談 地参加地名 支投 よ ~ ~ 組一期 一 人ア成旅^ 家コ神僻宇者ロ ね
ガ回＾夕域 域 域 域 ‘ 癒林こみ障待精神 熊ンふ平 l~ ヘ ＾者＾ 力し田れがす 十 つ
ー れ成 乎成 平研修会 平五平教宰 ③ 地ぅあへ協か 一I いる科 吉温泉九 ー と
分あ二 成 成十成 域るの子ら上者 ← 療医 → 年泊療福医 本
かい十 十 十 十八十 活動支家誘への田に吉 鮎 十研修会 発足
ちピ年 九 九 九名九 族会い県連 家泉と 田 のの ニ 一

県合ッ三 年九 年 年 年 ← 族会＾っ正実里月 祉促進
おク月 九 八八 援運清家誓 人て毅践'-+ 
う 七 月 月 月 月 セ②営要原 活市吉企 の＾を 七 連日 ニ ニニ ン や吉通日連輝参~ + 十— 十 十 夕 加代専務 動を さ田し 加参 絡

く加者於熊 七 二 九 九 l 望子 考画し病て 者会 の
汗 日 旦 日 日 のに＾理事ヽ ぇ部次 い院‘ 八結
と千本市 ~ ~ ~ 取りよ心 る ま長今後 十成

動輝四 於於八 於J、於 市り理会I 長ち- ニ
＜百民会 阿代 玉 祖，、カ -づ の 名

笑八 市蘇 A 市: 名 み町ウ長く保 き
頻十館 市 本 と村ン会人りI 福健
← ー 農保 渡 今後 ヘセ議
名村健五 のラを 祉

塁
セ
嬰 セ の理 l 踏

嘉ン ン 課解- ま 家

大

,c,.. 
云

の

内

合ワ

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

選東
登録 石見 防 年 郵 福 新 能

国

>
金 政 田 渇 ヌ立

時原 銀 舌n］し 民 > 県 半
英 山 録 胃 中 島

喜 遺 足 問 越 地 の
跡 題 悶 沖 震

崎
ヽ

地

>
世 足 震 動

塁
きに 産

当 に
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平成20年度

2008年

念記所場日熊※み ※②  熊 ①俣水※加 ②宇康健 ①鹿※ ③化地 分 講 話 義講場日※ 云
講 時令第 ん ス第 家者 家 喜科講演講題講 所時熊 共
師演講 県 ー な口十本市 族八城セ本族 師 ---, 師提師 ---,今 本交

厚東京生 成アょ回 ね 1 五 地柑十地ン地支扱域 事者当 供 菊池平成県；； 通l
ー り全っガ回＾域談名域夕域 活 滝 林 → 有‘

塚蟻 統 二 十だ国月 と ンふ平成＾研 へ ' ~教室 動支援拡員 沢 Ill こ働精光観 二 家 運賃軽
合 十九 結 ----, れ 平成修会 平成 ----, 平 の協子 れ信神 十族

翌失 年金年加名参神保 成 つあ二 ー 一ひ 腐 ―人武社 か昭障ホ―年十 会 減
— 調 十 大 ない十 ー ーだ ー セし久 へら＾害ァ ー を
フ症館会月 福健 会 げピ年十十 十ま十 ン向＾ 加会参連県の有者ル ニ 泊 め
と 二 開 よツ 年 年り年 夕け元 家働の 月研誓 ざ
フl 、の 十 祉催うク ー 十 九 一 七 l た 全活動家族病院 社 五 し

付き 九 家 月月 月 加参者 月 の家家 族会活動会を 復帰会を 口 、ル 日族み七十 ニ二 族連を 長 ・

り合 1 大 ん加参者 U 七 十 十 後今 会務専すす務専 - 六 動活
ーい 三 会な - 日 五八 四の運 日加参 を

一方 十 東京大 の 於 - 日 日 取 ②市営事理め -事理考え 考え 展
ツ一日 心千ウ水於 ~ + ~ り よ 者 開
ク と ニ エ 手於名鹿於組 - うるる 九 —

会 百ル俣閉 み町! L.. L.. + 
や ヘ笑七パ 城本村 一 三

在 の顔十ル 督市町へ 名
る 参加 の六くや 生 の
所長 輪名まい 涯要

ー も館 学望
~ と 参 習強

を大
講 調基講 ④ 家 ! 胃 ① 嵐 シ場日 0I． ム云 座ン 第

L_  ァ- ポ 三
I 師演族会 保 業 者長ジ所時十

マ 一 健 ウ J¥ 

研究池精神林 福祉役取締 吉 用楠古賀ム熊平成 回
----, 精田田 田者 --, 本‘や月’ヒ‘‘ 

部 科 士 -逹 安心県立 二 県岱本
神 学 協 - 周雅靖 十

障ヵ‘脳機能 氏療医 子力 ---, き 害 城 生 氏人し劇年
への 氏 l 者戸 氏 へ 氏て場 六

い病態熊実 ~~ ず就 ＾ 熊 ＾暮 月 害障
を 本践扉県 な業美 有 本明ら演ニ
受学大と ← ． 限 き生せ劇十

容分 学大 課 主生代智 会 ほ病生るホ日喜
で野 題務 任活氏 社 福う院 l 族
き教 学院 ← 局 就支 ＾ ヨ 院腐':ル 大
る授 専務業援 熊シ祉長 ム云
社 -医 本ダセ -

会 学 理ヽ事 支セ県有 精 ン
の部薬 援ン エタ求
構 ワタ明代表 l め
築 学 ））障 利 [

事業スク 事業 精

~ l 神障
文ル

喜闊y 地
ヽ ン‘／ 域
ヤ 移
ル イノTー

ワ 支
l 援
力 特
l 別
活 闊用

北 麻 リ

盟
生 I 
太 マ

洞 閃 ン爺 シ
湖 閣 ヨ

サ 発 ツ
ミ 足 ク
ツ
卜

旦
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創立~o周年記念',,.,

＿熊
本
県
内
公
共
交
通
運
賃
半
額
サ
ー
ビ
ス
開
始
一（
四
月

一
日
よ
り
）

0
第
一二
十
九
回
熊
本
県
精
神
障
が
い
者
家
族
大
会

＿津
田
史
朗
会
長
就
任
一

日

時

平

成

二

十

一
年
六
月
十

H

※

熊

本

県

連

家

族

会

一

泊

研

修

会

参

加

者

九

十

六

名

場

所

熊

本

県

立
劇

場

演

劇

ホ

ー
ル

日

時

平

成

二
十

一
年
十
二
月
四
日
＼
五

日

記

念

講

演

「統
合
失
調
症
か
ら
の
回
復
を

H
指
し
て
」

場

所

八

代

グ

ラ

ン

ド

ホ

テ

ル

講

師

蟻

塚

亮

二
氏

（
ノ
ー
ブ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
や

講
演
①
「
今
後
求
め
ら
れ
る
精
神
障
が
い
者
お
よ
び
家
族

へ

の

法

的

ん

ば

る

精

神

科

医

）

支
援
に
つ
い
て
」

基
調
報
告

「
自
分
自
身
で
、
と
も
に
°
|

『
ひ
と
り
で
地

講

師

滝

沢

武

久

氏

（元

全
家
連
専
務
理
事
）

域
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
』
＼
浦
河
べ
て
る
の
家
と

講
演
②
「
地
域
に
お
け
る
精
神
障
が
い
者
の
自
立
支
援
を
め
ざ
し
て
」
ひ
だ
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
実
践
か
ら
＼」

講

師

渡

追

雅

文

（熊
本
大
学
医
学
部
付
属
病
院
神
経
精
神
科
家
族
会
報
告

「家
族
会
の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
」

医
師
）

報

告

者

林

田

協
子
氏

（県
連
家
族
会
専
務
理
事
）

フ
リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「今
後
の
精
神
科
医
療
と
福
祉
の
展
望
」

大
会
テ
ー
マ

「
と
ど
け
よ
う
家
族
会
の
声
！
さ
さ
え
あ
う

講

師

藤

本

敏

雄

（平
成
病
院
理
事
長
）

社
会
を
め
ざ
し
て
！
」

※
家
族
支
援
教
室

①
上
益
城
地
域

（平
成
二
十

一
年
九
月
十
五
日
）
於
山
都
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

「
千
寿
苑
」

七
十
一二
名
参
加

②
天
草
地
域

（平
成
二
十

一
年
九
月
三
十
日
）
於
天
草
市
民
セ
ン

度年

年
2109

タ
ー
五
十
四
名
参
加

F

※
家
族
相
談
研
修
一
単
年
度
事
業
と
し
て
県
よ
り
補
助
が
で
る
一

成

20

①
鹿
本
地
域

（平
成
二
十

一
年
七
月
一
―
十
七
日
）
於
山
鹿
市
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー

②
菊
池
地
域

（平
成
二
十

一
年
十
一
月
十
三
日
）
於
菊
池
市
福
祉
会

官人③
熊
本
市

（平
成
二
十
二
年

一
月
二
十
八
日
）
於
市
民
セ
ン
タ
ー
あ

い
ぽ
ー
と

※
第
十
六
回
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

ス
ロ

ー
ガ
ン

「
つ
な
ご
う
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
」

※
第
二
回
全
国
精
神
保
健
福
祉
家
族
大
会
長
崎
大
会
へ
の
参
加
熊

本
県
よ
り
九
十
三
名
参
加

日

時

平

成

二
十
一
年
十
月
二
十
九
日
＼
三
十
日

場
所
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

記
念
講
演

「障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
向
け
た
課
題
」

講

師

東

俊

裕

（弁
護
士
）

旨＂
台
只

本

県

連

の

動

き

大

会

の

内

容

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
施
行

精神保健福祉の動き

マ 任就 バラ
党鳩

イ 政山
時ケ ク 権成 由

Jレ
立 紀夫ジ オ lの

ヤ Jゞ -、 内

ク マ 悶i動ソ が
ン 米 足
が 大

Iき死 靡 民
去 主
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平成22年度
2010年

※ 講場所日※四 ② モ ① ※ 講 講場所 H ※ ~J 
ス第講義 時家十水二八家 講演講演 時熊 毎以降 R 
ロ十師 --, 族 ー 俣 1 代族支 師凪師 --, 本 九

l 七 家全平成相談参加名地ホ地 精阿平連県 州
ガ回邑族日 域 1 域援援専岩永誓房中神科 蘇成 年要 へ
ンふ上相空 二 研 ル ＾ 教 活 い 二 家切三 精

ー れ 談ホ十悶 箪 乎室門 且 屈こ＋族を『
広あのテ 三 七成 員 憲い 二 会
げい春美意ルー年ー 成＿ 十 ニ - 貴美 に司にの年 一 継続
よピ ＾ 義ー 一 ― 五十 子 お ＾ つ村十泊 -
う ッ 本熊 ー ュ月 ＋名参加 二 - け 阿い 二 研 に
ク l -t ニ 年 相弓n火火 蘇て 月修ム云、 対
み社ス八 年六 るゃ 一三 し
ん会力日 九月 支喜ま 日 運

な加参福イ 月 二 事援業 な ・ 賃
の祉 能ヽ9、ヽ 十 十 相談I み 四参加 割
笑者専本 五三 病日引

顔千門 日日 所援支 枷む 者に
と 二 学 ~ ~ 八 関

百校講 於 計時精神 十す
心五 於ゃ 動活 三 る

の十師 もっ 台 を 科 名 望要
絆 ニ - やし 医
ー名 いろ 相通 - 書提

館ハ 談と
l 支ー 出

講

演講

師

分
科
会

①
「
家
族
会
と
地
域
福
祉
」

座

長

川

崎

洋

子

（み
ん
な
ね
っ
と
理
事
長
）

報
告
者

山

川

み

ど

り

（八
代
病
院
家
族
会
会
長
）

池

田

賓

（佐
賀
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
理
事
）

塚

本

良

明

（福
岡
県
精
神
障
害
者
福
祉
会
連
合

会
理
事
）

講

師

記
念
講
演

0
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
家
族
会
精
神
保
健
福
祉
推
進
活
動
研
修
会

熊
本
大
会

日

時

場

所

講

演講

師

平
成
二
十
――
一年
二
月
十
七
日
・
十
八
日

熊
本
全
日
空
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
ス
カ
イ

「障
害
者
権
利
条
約
と
保
護
者
制
度
」

池
原
毅
和
（
東
京
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ
ー
法
律
事

務

所

弁

護

士

）

「精
神
科
医
療
と
地
域
福
祉
の
連
携
を
め
ざ
し

て
」

樺

島

啓

吉

（熊
本
県
精
神
科
病
院
協
会
副

会
長
）

「家
族
相
談
の
意
義
」

邑

上

春

美（
熊
本
社
会
福
祉
専
門
学
校

講
師
）

0第四十回熊本県精神障がい者家族大会

日時平成二十二年六月四日

場所熊本県立劇場演劇ホール

記念講演「地域社会で生活していくために1再発の
リスクを減らす」

講師佐藤大輔氏（医療法人蒼風会児韮病院

院長）

体験発表（当事者より）

テーマ「精神障がい者のイメージを変えたい」

報告者楠達雅氏（熊本きほう福祉センター

精神保健福祉士）

提言「家族会に求められる社会的役割」

報告者宮田喜代志氏（熊本市心の障害者家族会

会長）

大会「安心して暮らせる医療・福祉サービスの早急

な対策を1.」

精
神
障
害
者
ア
ウ
卜
リ
I 
チ
推

! 
日 朝

一
チ
喜

貪 ヽは リ
や 鉱 人

空 が ぶ 山 内
が 弓I さ で 閣

塁 退
L_  

落 発
が 盤 足

上 地 悶の 球
倒 に 発
産 帰 生

還
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創立榊閾年記念:‘“‘

平成22年度
2010年

旨＂
台
只

本

県

連

の

動

き

大

会

の

内

容

②
「
当
事
者
活
動
の
役
割
」

座

長

西

章

男

（

九

州

ル

ー
テ
ル
学
院

大

学

講

師

報

告

者

江

崎

公

一
（
う
き
同
志
会
前
会
長
）

嘉
手
川

重
一
（
沖
縄
県
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

相
談
員）

宮
下
榮
（
長
崎
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会

会
長
）

③
「
活
力
あ
る
日
中
活
動
の
場
に
つ
い
て
」

座

長

村

上

大

作

（福
岡
県
し
の
の
め
共
同
作
業
所

施
設
長）

報
告
者
藤
本
知
也
（
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ
）

冨
嶋

孝

徳

（大
分
県
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
ひ
ま
わ
り
苑
施
設
長
）

大

城

篤

志

（沖
縄
県
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

ア
ソ
シ
ア
就
労
支
援
員
）

④
「
雇
用
と
就
労
支
援
」

座
長
岩
波
敏
行
（
熊
本
県
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー

主
任
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

報
告
者
楠
達
雅
（
熊
本
き
ぼ
う
福
祉
セ
ン
タ

l
p
s

w
)
 

大

園

良

一
（
宮
崎
県
西
諸
地
域
活
動
セ
ン

タ
ー
菜
の
花
指
導
員
）

小

蓬

原

昭

雄

（鹿
児
島
県
精
神
保
健
福
祉
会

連
合
会
）

⑤
「
家
族
相
談
の
意
義
」

座

長

邑

上

春

美

（

熊

本

社

会

福

祉

専
門
学
校
講
師
）

報

告

者

杉

本

ユ

キ

エ

（菊
陽
病
院
家
族
会
事
務
局
長
）

伊

藤

武

夫

（長
崎
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合

会
副
会
長
）

藤
み
よ
子
（
福
岡
県
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
そ
よ
か
ぜ
の
ま
ち
施
設
長
）

大
会
テ
ー
マ
「
当
事
者
・
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
1,
＼
そ
ん
時
の
来
る
ま
で
、
ま
ぁ
だ
死
な
れ
ん
＼
」

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

時

の

動

き
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‘‘ '"叫きぼう50年史〉,． 

平成23年度

2011年

※ 講場所日※約 ②菊 ① 阿 ※ 講場日※棄
ス第講演 時家五 約 家講演所時熊 日
ロ十師一 族十池五蘇族師一 本 本

l 八 家ウ平相加参名地十地技支 総玉平成 家県連 震災
ガ回高族工成談 域 域 金合

ンふ村がルニ研 へ 加参名 ＾教室 和援支市名白 二 の
-----, れ 家パ十修ムぢ 平成 平 十 族会 義tぁ裕族ル四 ー 感 岐史法鷺三 援
っい子のく年 — ー ＾荘年十 一 金

なビる相ま 二 十 十 子 仮ヽ称館別 ― 泊 を
ぎツ国談も月 ＝ 二 ＾ ー 研 み
ク をと十 年年た 月修会 ん
し、悶 受 七 九七まに 二 な
ひヽ 保 け日 月月 きつ日 ね

と福健 る 十十ない・っ
っ 意 四二荘て二参屑 と
-味 日日 ← 日 を
し祉 に ~ ~ 総 通

会 つ 於於括施 百 じ
ふれ合会連 い か阿 名 て
あて も蘇き 設 送
い ← ん 長 金

ピ相談 ゆぽヽ -
ッ ＼っ
ク員 すの
L.. ~ ‘琢―し

大 シ 記場日 0
会 報 報助ン 講 ＾ 、己、 第
テ 喜 告者 言者 ポジ

講 四
I 師 演所時十
マ ウ

属 事当会会家 西ム員研西て 一家 熊平成 回
が 長理族田—-所究田 一族 本 熊
い者 - 事の求 を 立県二本
の ・立志淳め ・志淳 十県精

:. 立 神精場 ら 心 文削 三
を 場 よ氏れ の氏 える 場年神障
反 よ保りる健＾ 六
映 り 健 療医 康財 社会 演月が
しへ、 福森 プ団 的 劇八い
っ江 祉会 ・ ロ法 ホ日者家
靡き崎 暉夫 福 ジ人 援支）
同 天 祉工東 ル族

法の 志公 草 氏 と ク ―凩都 の 大
実会 ー 地 へは卜 実 会

氏 域県連 ？ 主学医 現
嬰会 家 ← 任 に

長 族会家 研究 総向~~ 族 合け

中 ジ F 英 野 発東
国 ヤ I ウ 田 生日
G パ F イ

胃内
本

D ン A リ 大
p が女 ア '雫= ヽ
優勝 子w ム 閣 災

世 王 発
＾ 界 杯 子 足 M 

な が ， 
位 で 結
ヘ し 婚

゜‘ `  
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創立p((蘭拌記念Illヽ

平成24年度

2012年

と単精※講場日※二 ② 夕 ① ※話 つ講場日※煎
し荒年 神 ス第講演所時家テ人 l 荒家講題 講い演所時熊 本

て尾度 障 口十師 一 族ィ > 尾族師提 師て一 本 県
・事 が l 九 家ウ セ八地 供 ← 統湯平 に

実雄玉業 ぃ ガ回邑族エ平成相談ン 十域援支 宮 ----, 談 志賞士 喜 合の成県連I 台に
名 者 ンふ上がル ニ >タ地六＾ 教田障員 - 失児 二 家 只只
・ の --, れ 家パ十 l 域 平室喜 - 調温十族

事務局八代 族家 手っを あい春美族のルく 五年 五 ＾ 加名参成ー 代志者総害 穂美 崇^ 症の 一泉年四会- 救急 本：

の・ に なピ ヘ 相ま — 十平成 十 ＾ 合 ＾ 熊 方海十泊 情 県
改宇 対 ぎツ熊談も月 三二 四 熊支 熊 本 へと 二 研報
修城 す ク本をと ニ ! 十 年 本援 本 市 の夕月修 セ
お ・ る 受十 四 市法市こ や七会ン
よ菊支合参社会け 一 年青心の こ こ 認,¥:n け日 夕 連
び池 援 と加， る 日 九十 の動'----- ろ 7-機W L_  • I 
'事っ者意 月 ＝ きろの能八 開の

研修会連県 業 「-千二 門味に 十四 且一 害障 つに の 康健 ハリ 日 空；；几

を合’本昔ふ百学つ 日 於 者家い康健 セビ 動
行計 三 校い - 族てセンリ
つ六県れ＋て 於在会ーンタテ き
たか補あ七講 ← 東宅長 夕 l l 
゜所助い名師 西総~ l 作シ
を事ピ- コ合 心 ! ヨ
対業 ツ ミセ 理ン
象・之 ュン 相に

大 と地テ記 活場日 0
会講が域 l念報動 第
テ でをマ講告報 四
l 師き変 演 者 告所時十
マるえ-,多 ー ニ

五e 藤かる職 セ千県地熊平回 大
心 r 田＼← 種 ン代で域本成熊
し。 1 チ タ丸の移県二本
大 A I I 取行立十県 ム

贔岡輔 C ム 智り支劇四精 云

ら山氏 T に 施也組援場年神
せ顧＾ はよ 設氏みの 六障 の
る 問大 どる 長＾の >演月が
地 委i 所 ん訪 -う報 劇六い 内
~ な問 き告 ホ日者
域 期支 ‘＼み）家
生 ／侍援 つき ← にル 族 v!:v 

活 ． にが 地つ 大 合
の A ここ 域い 会
実 c たれ 生て
讐 T えか 活＼
！ I るら 支熊
← Z この 援本

-88-

熊る害障害障害障 精

本の 待喜者 神
づあ権 保
くる 利
り人防条 健
条も 止約 福
例な法批 祉
施い施准
行人行 の
仇 動
に き
生
き

学 山 ＾ 自 第 東
・中 ー 界． 

医伸 民 一次 ス 時
学弥 党政安 力

賞が権倍イ の
ツ
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ベ 内圃
ル 閣業 き
生発
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11111但きぼっ、50年史〉

平成26年度
2014年

平成25年度

2013年

笑
顔
の
輪
」

※
熊
本
県
連
家
族
会
一
泊
研
修
会

日
時
平
成
二
十
六
年
十
二
月
五
日
・
六
日

場

所

山

鹿

市

「
富
士
ホ
テ
ル
」

講
演

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
と
地
域
移
行
の
こ
れ
か
ら
」

講
師

春

木

あ

ゆ

美
（
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
保
田
窪
）

※
家
族
支
援
教
室

①
玉
名
地
域

（平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
五
日
）
於
玉
名
市
福
祉
セ

ン
タ
ー
五
十
二
名
参
加

②
上
益
城
地
域
（
平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
六
日
）
於
矢
部
町
健
康

福

祉

セ

ン

タ

ー

千

寿

苑

八

十

一

名

参

加

※
家
族
相
談
研
修
会
一み
ん
な
ね
っ
と
委
託
事
業
と
な
る
一

日

時

平

成

二
十
七
年
二
月
二
十
七
日

場
所
熊
本
県
連
家
族
会
館

講
演

「
家
族
相
談
の
意
義
・
家
族
相
談
の
進
め
方
」

講

師

邑

上

春

美
（
熊
本
社
会
福
祉
専
門
学
校
講
師
）

※
第
二
十

一
回
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

ス
ロ

ー
ガ
ン

「
手
を
つ
な
ぎ
み
ん
な
で
咲
か
そ
う

ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
」

＿障
害
者
総
合
支
援
法
施
行
一

※
熊
本
県
連
家
族
会

一
泊
研
修
会

日

時

平

成

二
十
五
年
十
二
月
六
日

場

所

天

草

「

亀

屋
ホ
テ
ル
」

講
演
「
精
神
科
医
療
に
お
け
る
家
族
の
治
療
的
役
割
」

講

師

酒

井

保

之

（酒

井

病

院

院

長

）

※
家
族
支
援
教
室

①
宇
城
地
域
（
平
成
二
十
五
年
七
月
一

―十
六
日
）
於
宇
土
市
民
会
館

九
十
二
名
参
加

②
菊
池
地
域

（平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
七

H
)
於
か
も
ん
ゆ
＼
す

二
十
八
名
参
加

※
熊
本
県
精
神
障
害
者
家
族
教
室
（
前
項
精
神
障
害
者
地
域
生
活

支
援
協
議
会

「
あ
み
」
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
研
修
会
共
催
）

参

加
者

七
十
名

H
時

平

成

二
十
六
年
二
月
十
四
日

場

所

ア

ス

パ

ル

富

合

※
第
二
十
回
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク

ス
ロ
ー
ガ
ン

「手
を
つ
な
ぎ
心
ひ
と
つ
に

参
加
者
百
二
十
五
名

六
月
二
十
日

0
第
四
十
四
回
熊
本
県
精
神
障
が
い
者
家
族
大
会

日

時

平

成

二
十
六
年
六
月
二
十
日

場

所

熊

本

県

立

劇

場

演

劇

ホ

ー

ル

記
念
講
演
「
精
神
障
が
い
の
新
た
な
理
解
か
ら
生
ま
れ
る

新
た
な
希
望
＼
リ
カ
バ
リ
ー
・
モ
デ
ル
が
中
心
と
な

っ
た
世

界
の
精
神
保
健
医
療
の
動
向
」

講

師

伊

勢

田

尭
氏
（
代
々
木
病
院
精
神
科
医
）

行
政
説
明

「
熊
本
県
精
神
科
救
急
情
報
セ
ン
タ
ー
の
現
状

報
告
」

大
会
テ
ー
マ

「
当
事
者
、
家
族
が
求
め
る
精
神
保
健
医
療

福
祉
の
実
現
を
！
」

0第四十――一回熊本県精神障がい者家族大会

日時平成二十五年六月十四日

場所熊本県立削場演劇ホール

記念講演「リカバリー志向の精神科医療の動向」

講師佐藤光源氏（東北大学名誉教授•こころのバリアフリー研究会代表）新法説明「保護者制度を知ろう」講師宮田喜代志氏（熊本市心の障害者家族会会長）大会テーマ「法制度による家族支援を！」
行ア
Jレ
コ
I 
ル
健
康

誓
対

塁
; 
施

御 結ソ る 消費
嶽 弦チ
山 が五 税
が 金輪 が
噴 メフ 八
火 ダイ ;{ 

ルギ l 
ユ セ
ア ン
で 卜
羽 に
生 な

障
害
者
総
合
支
援
法
施
行

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
施
行

障
害
者
雇
用
促
進
法
改
正

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
施
行

長
嶋
茂
雄
と
松
井
秀
喜
に
国
民

栄
誉
賞

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
に
登

録中
国
の
大
気
汚
染
が
深
刻
化
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創立5Q周年記念）/II ,,,, 

入
ム
共
交
通
運
賃
軽
減
に
向
け
、
全
国
運
動
展
開
一

0
第
四
十
六
回
熊
本
県
精
神
障
が
い
者
家
族
大
会

※
熊
本
県
連
家
族
会

一
泊

研

修

会

日

時

平

成

二
十
八
年
九
月
二
九
日

日
時
平
成
二
十
八
年
十
二
月
二
日
・

三
日

場

所

熊

本

県

立

劇

場

演

劇

ホ

ー
ル

場
所
山
都
町
矢
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
千

寿

苑

」

記

念

講

演

「
精
神
障
害
と
差
別
解
消
法
＼
身
近
な
問
題
に

講
演

「震
災
百
人
百
話
＼
益
城
病
院
、
通
院
患
者
さ
ん
達
の
地
震
体

差
別
解
消
法
を
ど
う
活
か
す
か
＼
」

験
談
＼
」

講

師

池

原

毅

和

氏

（東
京
ア
ド
ヴ
ォ
カ
シ
ー
法
律

講

師

松

永

哲

夫

（

社

会

医

療

法

人

ま

し

き

会

益

城

病

院

院

長

）

事

務

所

弁

護

士

）

ビ
デ
オ
研
修

「知
っ
て
い
ま
す
か
？
統
合
失
調
症
＼
正
し
い
理
解
と
活
動
報
告

「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
と
被
災
障
が
い
者
支

度年

年
8

6

回
復
へ
の
道
」

援

の

経

緯

」

2

活
動
報
告
「
上
益
城
き
ぽ
う
の
家

・
あ
み
ー
キ
ッ
チ
ン
の
取
り
組
み
」

報

告

者

花

田

昌

宣
氏

（熊
本
学
園
大
学
社
会
福
祉
学

如

01

報

告

者

井

手

三
枝

（上

益

城

き

ぽ

う

の

家

管

理

者

）

部

福

祉

環

境

学

科

）

平

※

家

族

相

談

研

修

会

大

会

テ

ー
マ

「
広
め
よ
う
誰
も
が
安
心
し
て
で
き
る
暮

日
時

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一＝
日

ら

し

強

め

よ

う

地

域

の

支

援

！

」

場
所
熊
本
き
ぼ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
演
「
家
族
相
談
の
意
義
・
家
族
相
談
の
進
め
方
」

講

師

邑

上

春

美

（熊
本
社
会
福
祉
専
門
学
校

講

師

）

※
第
二
十
三
回
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
（
地
裳
に
よ
り
中
止
）

※
熊
本
県
連
家
族
会

一
泊
研
修
会

日
時
平
成
二
十
七
年
十
二
月
四
日

場
所
荒
尾
市
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
・
ホ
テ
ル
ヴ
ェ
ル
デ

講
演

「
社
会
で
支
え
る
精
神
障
が
い
」

講

師

緒

方

明

（

荒

尾

こ
こ
ろ
の
郷
病
院
副
院
長）

ビ
デ
オ
研
修

「
マ
デ
ィ
ソ
ン
モ
デ
ル
活
用
事
業
の
一ー
一
年
間
」

※
家
族
支
援
教
室

度

①
天
草
地
域

（平
成
二
十
七
年
七
月
―
―
十
二
日
）
於
天
草
地
域
振
興

年

年

局
四
十
三
名
参
加

7

5

 

腔

01
②
八
代
地
域

（平
成
二
十
七
年
九
月
十
七
日
）
於
八
代
市
保
険
セ
ン

平

タ

ー

八

十

二
名
参
加

※
家
族
相
談
研
修
会
五
十
二
名
参
加

日

時

平

成

二
十
八
年
二
月
十
九
日

場
所
熊
本
き
ぽ
う
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
演

「家
族
相
談
の
意
義
・
家
族
相
談
の
進
め
方
」

講

師

邑

上

春

美
（
熊
本
社
会
福
祉
専
門
学
校
講
師
）

※
第
二
十
二
回

ふ

れ

あ

い

ピ

ッ

ク

参

加

者

千
一二
百
八
十
六
名

ス
ロ
ー
ガ
ン

「心
の
扉
を
広
げ
羽
ば
た
こ
う
ふ
れ
あ
い
ピ
ッ
ク
」

0
第
四
十
五
回
熊
本
県
精
神
障
が
い
者
家
族
大
会

日

時

平

成

二
十
七
年
六
月

一
九
日

場

所

熊

本

県

立

劇

場

涼

劇

ホ

ー
ル

記
念
講
演

「
人
が

『
回
復
す
る
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か

＼
家
族

・
当
事
者

・
精
神
科
医
と
し
て
お
伝
え
し
た
い
こ
と
」

講

師

夏

苅

郁

子

氏

（や
き
っ
べ
の
径
診
療
所
医

師）

活
動
報
告

「
こ
れ
か
ら
の
家
族
会
運
動
が
目
指
す
も
の
＼

み
ん
な
ね

っ
と
が
提
唱
す
る

「家
族
支
援
』
を
ス
ム
ー
ズ
に

展
開
す
る
た
め
の
三
つ
の
視
点
」

報

告

者

宮

田

喜
代
志
氏
（
熊
本
市
心
の
障
が
い
者
家

族
会
会
長
）

大
会
テ
ー

マ
「
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い
社
会
の
実
現

を
1
・」

熊

本

県

連

の

動

き

大

会

の

内

容

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
施
行

子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
施
行

精神保健福祉の動き

デ で ---, 逮清 問オ 闊 熊 生パ マ のラ 慰
ヴ ーポ 捕原 ノゞ 本 リ ィ 歴グ 安

I時イ 大ケ 腐 マ 原 地 同 ナ 史ビ 婦
ツ ブモ

~ 領 i 
震 時 ン 的 l 問

ド l ン が ~ 多 ／ゞ 快 w 題 の
ム G 覚 M 発 l 挙杯 日

ボ

゜
せ が 7 テ 制 で 緯

I動ウ L— 
し‘ 広 設 口 度 日 合

イ 世 剤 島 殺 3 事 が 本 ユ戸し、

死
塁

所 を ! 
ヽ 件 開 が

去 持 初 発 が 始 ご き
国 で 訪 生 発 勝
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＿九
州
フ
ロ

ッ
ク
家
族
研
修
会
を
熊
本
市
で
開
催
一

＿森
暉
夫
会
長
就
任
一

※
熊
本
県
連
家
族
会

一
泊
研
修
会

日

時

平

成

三
十
年
十
二
月
七
日
・
八
日

場
所
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

講
演

「精
神
疾
患
の
背
景
に
あ
る
発
達
症
に
つ
い
て

1
支
援
の
進
展

の
た
め
に

1
」

講
師
興
野
康
也
（
吉
田
病
院
地
域
連
携
室
）

活
動
報
告
「
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
麦
の
会
の
取
り
組

み
」

度年

年

剖

t

報
告
者
地
内
豊
子
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
麦
の
会
会
長
）

※
家
族
支
援
教
室

成

201

平

①
上
益
城
地
域
（
平
成
一二
十
年
七
月
二
十
日
）
於
清
和
保
健
セ
ン

タ
）

参
加
者
一二
十
八
名

②
宇
城
地
域
（
平
成
一二
十
年
九
月
二
十

一
日
）
於
宇
土
市
民
会
館

参
加
者
一
二
十
五
名

※
家
族
相
談
研
修
参
加
者
二
十
二
名

H
時
平
成
三
十
年
十
月
二
十
六
日

場
所
熊
本
県
連
家
族
会
館

講
演
「
家
族
が
家
族
の
相
談
を
受
け
る
意
味
に
つ
い
て
」

0
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
家
族
会
精
神
保
健
福
祉
推
進
活
動
研
修
会

熊
本
大
会

日

時

平

成

一

＿

一十
一
年
二
月
七
日
・
八
日

場

所

K
K
R
ホ
テ
ル
熊
本

講

演

「災
害
と
障
害
」

講

師

東

俊

裕

（

熊

本

学

園

大

学
教
授
）

0
第
四
十
八
回
熊
本
県
精
神
障
が
い
者
家
族
大
会

日

時

平

成

一二
十
年
六
月
二
十
九
日

場
所
熊
本
市
富
合
ホ
ー
ル
（
ア
ス
パ
ル
富
合

・
熊
本

市
南
区
役
所
内
）

記
念
講
演
「
人
は
な
ぜ
病
を
得
る
の
か
ー
見
え
る
も
の
と
見

え
な
い
も
の
の
行
方
ー
」

講

師

糸

川

昌
成
氏
（
公
益
社
団
法
人
東
京
都
医
学

総
合
研
究
所
副
所
長
兼
病
院
等
連
携
研
究
セ
ン

タ
ー
長）

行
政
報
告

「熊
本
県
の
精
神
科
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
」

報
告
者
藤
本
浩
二
氏
（
熊
本
県
健
康
福
祉
部
子
ど
も

障
が
い
福
祉
局
障
が
い
者
支
援
課
）

大
会
テ
ー
マ
「
障
が
い
を
受
容
し
、
共
に
生
き
る
地
域
社
会

を
築
こ
う
1
.」

みんなねっと本部を通して熊本地震による義援金受領一0第四十七回熊本県精神障がい者家族大会

※熊本県連家族会一泊研修会百三十五名参加日時平成二十九年六月二十三日

日時平成二十九年十一月十七日場所熊本市富合ホール（アスパル富合・熊本

場所植木町文化センター市南区役所内）

講演「病気と共に生きる」記念講演「家族のリカバリーを願って＼真実に向き

講師矢崎直人（向陽台病院副院長）合う力をつけるには＼」

度講演「消費者トラブルの最新情報ーだまされない処方箋」講師飯塚壽美氏（埼玉県精神障害者家族会
年年
97講師坂口真理（熊本消費者協会理事）会長）2 
成20※家族支援教室実践報告「親あるうちに成年後見＼家族ではなく社

①水俣苦北地域（平成二十九年九月二十二日）於もやい館会で支える」
平

七十名参加報告者村上泰幸氏(NPO法人成年後見安心

②熊本市（平成二十九年十月二十七日）於熊本きぼう福祉サポートネット熊本）

センター四十二名参加大会テーマ「手に入れようー．安心できる家族の暮

※第二十四回ふれあいピック参加者千百六十三名らし」

スローガン「思いやり笑顔満開ふれあいピック」

イ措ギ
ン置ヤ
入ン
院プ
のル

用運 依存

に症
関対
す策
る基
ガ本

tラ誓1T 
豊 さ 羽 オ大 藤 西 催史

決への 米朝首洲 ＜ 生 l坂 井 日 上
市 ら 結 プな 聡 本 初
場 も 弦 ンぉ 太 で の 道脳
が も に でみ ! 

=目7し

喜首
が会

開 ‘ - 国 初 が 録 開談
場 死 民 優勝て、一 的 けで
去 栄 七 声系． 

屡 る拉>舜声 段 雨

喜
ス 苔＂火火

全 カゞ
与 米 開 解

二十 -, で金 公パ 卜
十四 ヒ 殺正 開ン ラ

九歳 ア 害男 ダ ン

連棋 リ 氏 -i  プ

勝士
L— マ シ 大

の、 を レ ャ 統

新藤 神 l ン 領

記 井 闊 シ シ が

録 四 ア ヤ 就
で の ン 任

段 発 空
L_  

が 見 港 が
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平成30年度

2018年

ス ※
ロ第講
I ニ師
ガ 十

ン 四音光 I 能ヽヽヽヽ
ー 1 回
輝ふ 寺
けれ I本
あ 三
心い恵

I県おピ ＾
どッ桜
らクが

I連せ 丘
よ 病
う参院 の
加
ふ者臨

I動れ千床
あ百心
い四理

きピ十士
ッ七 -
ク名
L_  

大

会

の

内

容

記
念
講
演

「統
合
失
調
症
療
養
者
の
親
が
経
験
し
た
困
難
と

支
援
＼
家
族
の
語
り
を
通
し
て
の
一
考
察
＼
」

講

師

田

野

中

恭

子

（佛
教
大
学
保
健
医
療
技
術
学

部
看
護
科
講
師
）

実
践
報
告
「
運
動

（
ス
ポ
ー
ツ
）
す
る
こ
と
が
な
ぜ
い
い
の

か
＼
特
徴
や
状
態
に
合
わ
せ
た
方
法
＼
」

講

師

湯

原

徹

（益
城
病
院
体
育
療
法
士
）

分
科
会

①
「
家
族
会
と
地
域
福
祉
」

座

長

小

幡

恭

弘

（全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

み
ん
な
ね
っ
と
事
務
局
長
）

報
告
者

一
木

猛

（福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
会
長
）

渡

遥

い

づ

み

（菊
陽
病
院
家
族
会
事
務
局
長
）

飯
塚

幸
二

（玉
名
地
域
精
神
障
害
者
家
族
会
会
長
）

②
「
当
事
者
活
動
の
役
割
」

座

長

邑

上

春

美
（
熊
本
社
会
福
祉
専
門
学
校
選
任
講
師
）

報

告

者

磯

田

重

行

（リ
カ
バ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
久
留
米

施
設
長
）

永
田

雄

大

（地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ア
ン

ト
ニ
オ
利
用
者
）

③
「
活
力
あ
る
日
中
活
動
の
場
に
つ
い
て
」

座

長

村

上

大

作

（
一
般
社
団
法
人
て
と
て
理
事
長）

報

告

者

森

口

哲

也

（福
岡
市
社
会
福
祉
事
業
団
障
が

い
者
地
域
生
活
・
行
動
支
援
セ
ン
タ
ー
か
＼
む

所
長）

笹

木

小

百
合

（天
草
き
ぽ
う
の
家
所
長
）

小

蓬

原

千

鶴

留

（社
会
福
祉
法
人
ル
ピ
ナ
ス

会
理
事
長
）

④
「
親
な
き
後
を
考
え
る
」

座

長

西

章
男

（九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
心
理
臨
床
学

科

准

教

授

）

報

告

者

村

上

泰

幸

(N
P
O
法
人
成
年
後
見
安
心
サ

ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
熊
本
理
事
）

今
泉

真

一

（相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花

柑
談
支
援
専
門
員）

本
條

義
和
（
全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会

み
ん
な
ね

っ
と

理

事

長

）

⑤
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
プ
レ
イ
バ

ッ
ク
シ
ア
タ
ー

＼
語
り

と
分
か
ち
合
い
の
ひ
と
と
き
＼
」

講

師
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
劇
団

L
i
f
e
&

O
n
c
e
（
ラ
イ
フ
と
ワ
ン
ス
）

大
会
テ
ー
マ

「家
族
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
支
援
制
度
の
実

現
を
め
ざ
そ
う
！
」

精
神
保
健
福
祉
の
動
き

時

の

動

き
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令和元年度 平成31年・令和元年度

2020年 2019年

と新 熊 ※※※薪ピ ※加② 加 ①阿 ※ て講 講場日※

な型 本 予算事県知春祭り 型 ツス第者八者 家族 講 ー 演講演所時熊
る コ 塁

コ クロ ニ 五代四蘇 師 ー 師 一 本

ロ 総会 ロ L_ l十十地十地支 精 事当国令県

ナ 家 陳中 ナ ガ五四域七域援設梅 神中 際和連

ウ 族 の情止 感 ン回名＾名ー教長野 障村者ホ元家

イ 会 書面中 染 ふ 令 和令室- 害 かテ年族
｝レ 創 止 ~令和 拡 -, 手れ和 山 に敏らル十会

ス J.L 一 評 大 とあ元元 美も＾の菊 ニ ー

感 五 決谷和 二 予 手い 年十 年 子 対ふメ池月泊
染 十 年 防 をピ 七 ＾ 応れツ→ 六研

拡 塁
二三 の つッ 一 月 き しあセ笹日修

大 年月 た なク月十 く たい）の・会
の 三 七 め い 二九 よ地のジ家七

た 月日 行事 で 十日 う域会 IL_ 日
め 十予定 ニ- 地但-ご 参

年 二 ヵゞ 心 H 於 域括家 加

間 日 - 中 か-阿 生ケ族 者

の 予定 止 よ 於蘇き 活支 アに 八

; と わ八 シ伝十
- な せ 代保 ぽ 援スえ 三

運 る うセテた名

営 ・ ふ 健所 の ンムい

が れ 家夕に事

困 あ l つ ＼ 

難 し‘ 参 矢多 施 し‘
L_  

る活 問 K 記念 場日 0

報告者 -ここ 動報告
講題 H 第
の J講 四
師今家演所時十

の— 後族— 九

タ西取贔 熊族伊を会誰熊令回
l田 本県 会藤考のも本和熊
~ 連 ぇ実態 が県元本
稔みひ合正る 孤立年県
氏ーき会俊＼調立劇十精

こ理事長 氏 ← 査し場月神障
へも＾かな四悶 り K らい演日が
県 地 ~ H 長地劇 い

精 域 J 期高 域ホ 者
援支 全 社会 ） 家悶 国齢ル族

健 セひ化を 大
福 ンきと目 ム云

夕こ八指
祉 l も 0 し
セ ~ l 五てン ゆ 0¥  

世 成ブ 発イ 陸中 徳 本ラ 新

>
功ラ 表チ ‘国 人 大グ 元
ツ ロ 世の 天 会ビ 万ロ

ク l 界探 竺白 が l -----, 

ホ 選 初査 即 開ワ ムT' 

首 I 手 機 位 催 l 和
里 ル が が の ル L— 

城 の 現 月 礼 ド を
で 鷹

役 裏 ヵ 発
火 サI 側 ツ 表
災 に 退 に プ

初 を 着 日
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令
和
三
年
三
月
吉
日

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
五
十
年
も
様
々
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
沢
山
の
方

に
寄
り
添
っ
て
い
け
る
よ
う
、
こ
の
冊
子
の
名
前
で
あ
る
「
き
ぼ
う
」
を

胸
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を

頂
き
な
が
ら
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

長
い
み
ち
の
り
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

編

集

子

中
、
模
索
し
な
が
ら
も

一
人

一
人
が
歩
み
を
進
め
繋
い
で
い
き
ま
し
た
。

五
十
年
と
同
じ
歩
み
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
不
安
で
先
が
見
え
な
い

令
和
二
年
は
多
難
な

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

が
た
く
存
じ
て
い
ま
す
。

し
た
。
県
連
会
報

「き
ぼ
う
四
十
三
号
」
を
今
年
も
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

今
年
度
は
県
連
家
族
会
の
創
立
五
十
周
年
を
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
記

念
誌
発
行
に
際
し
、

寄
稿
を
始
め
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り

染
症
拡
大
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
が
、

ま
り
ま
し
た
。
「令
和
二
年
七
月
豪
雨
」

等
の
自
然
災
害
の
復
興
も
少
し

ず
つ
で
す
が
進
ん
で
お
り
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
家
族
会
の

編

集

後

記

よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
は
じ

熊本県連家族会創立50周年記念誌
さぼう 43号
令和3年3月

発行

印刷

一般社団法人熊本県精神障害者福祉会連合会
連絡先 〒861-4106熊本市南区南高江7丁目 8-77

TEL 096-358-4054 

FAX 096-358-3337 

社会福祉法人熊本県コロニー協会
連絡先 〒860-0051熊本市西区＝本木 3丁目12-37

TEL 096-353-1291 

FAX 096-353-1294 

-94-


